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教育行政は教育を対象とする行政である。ー設
にadministration なる語は領々の意朱に使用

されている が，その最も広い適用は政府やその他

公共の，ま たは私的 な磯閃によって 計画された
policy を実現する 全体的な技術(art)としてで

ある。すな わち， そ れ は 管理の技術で ある。
business administration は経済的，麻業上

の計画を管理する技術であり，public admini­
strati on は中央および地方における公共の政 策
を遂行する技術である。また，社会福祉に関係し

た政策の遂行に関してはsocial administrati­
on なる語が用いられる o教育行政も行政である
以上，その活動は紐織を通じての管 理的活動であ

り，したがつて，それの理論的研究 も刺度的，法
規的な考察に加えて，教育行政組織を通じてなさ

れる教育行政の行動に関する考察をも含むべきで
あろう。この意味で，ここで略述する H.A. 

SimonのAdministrative Behavior (1953) 
は教育行政の理論化のため に何らかの示唆をあた
えるのではなかろうか。

著者Simon (1916~）は，Public Manage­
ment and the Municipal Year Bookの副主

筆(1938~39) ，カリフォルニア大学の「行政調
査研究科」の主事(1939�42), および同教授

(1947-49)等の経歴をもち，またU.S. Bur­
eau of the BudgetやCarnegie Institute of 

Technology等に 関係してきた 政治社会学 者で
ある。現在は，Illinois Institute of Technol­

ogyの政治学の教授である。著書には，ここで要
約する Administrative Behavior 1947の他
に，Technique of Municipal Administra­

tion 1947 Local Planning Administration 
1948 Public Administration 1950等がある。

(Who's who in America 1954, 1955 によ

る）

- 191

清 水 俊

「行政 行動」と題する本雷は，著者にとつては
公行政の研究を続けていくための有用 な方法を見

出す意義をもつている。行政 組織を明確に，効果
的に記述するための適切な概念的方法は十分に研
究されているとは云えない。いわゆる 行政の河 原

理ミ を確立するまえに，行政 組織を如何に解し ，
如何に運営するかということに関して正しく記述
することが必要なのではなかろうか。この記述を

ヽてなさ

れるのであり，また彼の研究の結論の記録でもあ
る。もちろん，行政の全体的な 理論化 をそこに見

出すことは不可能ではある が，Simonのな す 主
要な 結論はdecision-making は行政の核心で
あること，行政理論の用語は，人間の選択 に関す

る 論理と心理から求められるべきであること，の
二点に帰することができょう。したがつて，本冑

の各章は上述の結論に関係して，それぞれの観点

から 行政 行動を論察したものである。

従来の行政 に関する 論議においては，あらゆる
行為の前提となる 選択 ー す なわち，個々の実際的
な 行為 ではなく ，何がなされるべきかという 決定

ーに対してはあまり注意されてこなかったo換言
すれば，行政理論はprocess of decision と

process of action の二者に同様に関係さるべ
きであるということは一般に認識されてはい なか

ったのである。行政の一般的理論は，それ が効果
的な 活動を確保する よう な 原理を含まねばならぬ

と同時に，正し い decision-making を確保す

る組織の原理をも含むべきであると主張する著者
は，「決定行為と行政組織」と題する第1章にお
いて:::- 選択の過程ミ を概観する。内容に関して述

べれば，まず，決定行為
いて記し ，組織内で活動する職員をsupervisory

staffとoperative staffの二者に分け ，特に後
者は組織の研究にとつて重視さるべきであるとさ
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動」の項ではselection process について簡単

に述べられているo行政組織内での個々人の活動

は合目的，有意味的なものである。すなわち，そ

れは一定の目的に指向されたものである。したが

つて，それぞれの決定は目標の選択を含むもので

あり，個々の活動は目標に関係するものである。

Simonは

(value element)と事夫

的要素(factual element) とが含まれると説

き，それらの慈兎

程の専門化ーvertical specialization とhori­

zontal specialization­

考察され，また，専門化に関係してco-ordina­

tion, expertise, responsibility等が説かれる。

その他，組織にはたらく影響 (influence)の型

に関する分析の項，および，何故に個人は自己の

如何に個人の行動

るか等の問題を理解

するために，個々人の動機と組織の目的との関係

こで本書の全体的な構成を簡単に述べることにし

は第 1章

理論にお いて原 理とされ ているも のが批判され

る。「決定行為における価値と事実」と題する第

3章は，行政決定におけるvalue とfact の間

題が論考され，そこから提起されてくる諸間題は

第4章「行政行勘における合理性」において更に

概念的 明確性を附与さ れて記述される。第5窪

「行政決定の心理」は組織における個人の心理お

ょ

考

個

割」では，

が論じられ，また，専門化がなされていく

過程が詳細に分析される。つぎに第8章「コミュ

ヶージョン」は組織のinfluence が伝達する

ために必要なコミュ ニ ケージョソの過程に関する

考察であり，第9章「能率の基準」では能率の概

念が詳しく考察され，第10章

化」

を述べた「組織の均衡」がある。組織に関係する の章である。

個人の型は，企業家，顧客，従業員の三種に分け すでに述べた如く， 第2章は現代行政理論にお

ける原理に対しての批判的考察がまずなされ，っ

とは，調和的な料諏‘ぽ即を推進さすために必炭7ょ ぎに，如何にして行政行動の正しい理論は楷成さ

ことではあろう。若干の変容を認めるならば，こ れうるかに関して論議される。したがつて，本章

の三つの型 は公行 政に おい ても適用し うると

をもつものでもある。すなわち，現代行政の原理

のであるが，要するにそれは行政祖織における選 の致命的な欠点は，それら原理が諺の如く二つづ

程に関係 してくる種 々の要素の 説明であ つ組合わされてあらわれることであり，したがつ

て人は殆んどの原狸に対して同じようにもつとも

らしく，また承認されやすいが，しかし互いに矛

して試みられたものである。したがつて，第 1 章 盾している原理を見出しうる。ー 対の二つの原理
は序論的な麻味をもち，第3章以下の各章におい しま，それぞれ全く

てなされる研究の枠組をあたえるものである。す ものとはいえ，理論の中には， どの原理が適当な

なわち，本章で示された諸要素は各章においてー ものであるかを示すものは存在しないと Simon

は主張する。この批評をうらづけるために若干の

192 -
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。たとえば，行 どの程度の比重が種々の基準にかけられるべきか
政能率は分業によって増進される，という原理が を決定するものであること等を必要とする。この

の原理は如何なる分業で 目的のためには，概念の明確化，記述の科学化が
とを意味するのであろ 必要であり，行政の理論は先験的な推論によつて

うか。ここに二つの具体的な例をあげてみようo 導かれるものではなく，実験的な方法によってな
CA)各地域ごとに一人づつの保健婦を割当て， されるものであろう。

る。 （B)区域には関係なく，仕事の種類（学校
検診， 結核診療等）に応じて異 つた保健婦をお
き，
求をみたすものであり，前者は場所による分業，
後者は機能による分業である。これをみても解る
ように，分業の原理は二者の中からどれを選ぶべ
ぎかということに関しては全く役にたたない。分

さは欺眺的な簡明さ，すなわち，
それのもつ根本的な曖昧さをかくすためのもので
あると Simon は批判する。しかして，彼は行政

＜述べる。分
く，あらゆる集団

的な活動ーその活動が如何に能率的，非能率的で
あろうと もーにおい て不可避的 な特質なのであ
る。そして，同時間に，同じ場所で，同一のこと
をなすことは二人の人にとつて物理的に不可能で
あるから，＝人の人は常に異つたことをなすので
ある。したがつて，
ることではなく，特殊な情況に応じた，行政能率
を高める よう な特殊な 方法で分業することであ
る。間題は具体的方法なのである。これと同様な

よって増進されるo行政能率は統制範囲
(span of control) を限定することに よつて高

められる。行政能率は目的，手つづき，場所等に
したがつて職員を分類することによつて増進され
るーが批判される。これらの批判の後につぎの如
ぎ結論が下される。行政理論における種々の困難
な間題は，
にすぎないものを行政の原理として扱うところか
ら生ずるのである。行政研究への正確な接近のた
めには，あらゆる適切にして特徴的な基準が互に
関係づけられる

こと，また研究は

あらゆる決定が二種の要素すなわち factual 

element と value element をふくむことは第
1章で指摘されたのであるが，第3章はこれら二

者に関する詳細な説明である。まず第一に “

fac­

tual'' および “ethical" の意味の差異が述べら
れ，それに関連して，決定作用の性格が論じられ
る。第二に， 2つの要素と関係させて，行政と政

策の特質お よび両者の差異 が明確に される。な
ぉ，上述の如ぎ間題は何らかの哲学的背景を必要
とする性格のものであるが，著者は論理実証主義
を考察の出発点としている。

第3章において，行政決定の正確性は相対的な
ものであることが結論づけられたのであるが，目
的達成のために効果的な手段を選択することは，
行政における合理性に関係することでもある。行
政理論の構成のために，合理性の慨念を明確にす
ることは必要である。第4章では，決定に関する
心理学的考察ではなく，決定の外的な環境ーすな
わち，選択をと りまく外的 な惰況ー が考察され
る。まず，手段と目的の関係が説明され，目的一
手段の連脈は，行動から，行動の結果として生ず
る価値へと続く，因呆的に関係した諸要素の系列
として解釈される。また選択と関連して，知識は
唯一の独自な可能性を発見する役割をもつものと
して説かれる。最後に，合理性の種々の意味を区

される。すなわち，
合理性は，objective, subjective, conscious,

deliberate, organizational, personal 等の形
容詞が附されることにより，その意昧を変えてく
る。

合理性の高度な段階に達することは単独の弧立
した個人の行 動に おいて は不可能な ことであろ
う。何故なら個人が決めねばならない二者択ーの
数はあまりにも大であり，彼がそれらを評価する
ために必要とするインフォ メーションはあまりに

193-
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も隊しいからである。個人の選択は所与の情況の

中で行われる。そして，行動はこれら所与のもの

によって設定された限界内でのみ適合するのであ

る。選択の環境そのものが選ばれかつ思慮深く変

容される時， 行動の統合や合理性は高度に達成さ

れる。このことは個人に関することであると同時

にまた組織に関することでもある。約織が遂行す

る一磯能は， 紐織員を，彼らの決定を組織の目的

と適合させ，これらの決定を正しくなすに必要な

ィンフォメ ー ションを提供する心理的環境におく

ことである。第5章は， 第4章が主として選択の

過程におけ る論理 的要 素の考 察であったのに対

し，心理的要素の論察であり， また， そこでは心

理的要素と論浬的要素が対照させられる。内容は

：竺つの部分に分けうる。まず，何故に個人の行動

は合理性の基準からかけ陸れたものになるかとい

う理由が述べられる。つぎに， 心理的環境は実際

には如何にして形成されるのかという間題が考察

される。そして， この環境は，一様の型に， 刻々

の選択の全系列を適応せしめる統一的な要素とし

て解釈される。第三に，選択の心理的環境を確立

する場合の組織の役割が研究される。すなわち，

組織が個人の目的を選び， 個人を訓練し， 個人に

イソ フォメ ー ショ ンをあた える方法が論じられ

る。以上のことが， 汀合理性の限界 ミ ' :::-個人に

おける目的的行動ミ' :::-行動の統合ミ の各項にお

いてみられるのである。

第5章では，個人がその一部となる紐織の他の

ものの行動と，個人の行動が統合されていくのを
可能にする若干のメカ ニ ズムが述べられたのであ

るが，これらのメカ ニ ズムは，しかしながら，何

故に個人が組織された集団に自ら進んで参加し，

確立された組織の目的に自己の目的を従属さすの

かという問題を説明するものではない。第6章は

組織の均衡が確保されるために必要な諸要素の考

察にあてられる。すなわち，職員の組織に参加す

る場合の誘因と組織の目的および発展の関係，組

緑の均衡と能率の間題等が論じられる。

個人が紐織のメンバ ー になる過程に関してはす

でに論じられたことである。つぎに，我々は， 紐

織は如何にして個人の行動を全体的な型に遮合さ

せるのかーすなわち， 紐織は個人の決定を如何に

影聾づけるかーという間題に当面する。influen ce

は外的，内的の二つの側面ーそれによって組織が

個人を影響づけようとする刺戟と， 刺戟に対する

個人の反応を決定する個人の心理的罪度ーに区別

されるのであるが，説明のために，両者を分離す

ることは不適切であるとSimon は云う。二つの

側面は， それぞれ influen ce のあらゆる型（権

威， コ ミュ ニ ケ ー ション，訓練， 能率， 同一化）

の中で，大なり少なりの役割を演じているのであ

る。第7章は，多くの influenceの一形態であ

る権威に関する研究がなされる。まず，権威の息、．

義および限界や，それの現実の行使の際に生ずる

諸問題が間われる。権威の重要な機能は，同意と

いうことが得られないとぎでさえも， 遂行さるペ

ぎ決定を可能にすることである。しかし， その権

威の専横的な要素は下位者の容認の範囲によって

制限される。この容認の範囲の大さは，権威が命

令を強行するに有効であるという是認に依存する

ものであり， 消極的な是認ー物理的，経済的カー

と同様に重要なのは， 目的の共有， 社会的承認，

パ ー ソナリティ ー であるとされる。なお，Simc n

は権威の三つの磯能として， respon sibility, 

expertise, co-ordination を説明し， また，権

威と関連づけて， 命令系統の単一化や形式的およ

び非形式的な組織に関して論ずる。

決定を影響づける要素としての コ ミュ ニ ケ ー シ

ョソの間題はすでに述べられたのであるが， 決定

の過程におけるこの重要な局面を一層体系的に考

察することが第8章の意図するところである。第

ーに扱われる間題は， コ ミュ ニ ケ ー ション体系の

性質と機能であり， ついで，それはフォ ー マル，

イ ‘ノフォーマルなものに分けて考えられる。第三

に， コ ミュ ニ ケ ー ションの機能のために専門化さ

れた， 行政組織における諸要素が考察され， 最後

に， コ ミュ ニケ ー ションにおける訓練の役割が論

じられる。決定をなす機能の専門化は， decision

-cen terに対する， およびそれからの コ ミュ ニ ケ

ーションの適正な方法を発達させうるか否かに大

きく依存しているのであり， コ ミュ ニ ケーション'

は，フォ ー マルな体系のみでなく， インフォ ー マ
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ルなものによって補足される性質のものである。 なちぬこと，

なく，適正な決定行為に貢献する方法で分業等は

なされるべきであること等の諸点を，同一化の意

その機関として decision-center, 調査部等が説 味や心理的側面を考察しながら Simon は強調す

明される。 るのである。
第7章，第8章では，組織が偲々のメソバ ー を 本書は行政の実践面に関する研究というよりは

られた。権咸の体系 ，分祈と記述にその主たる目的がおかれている。

やコミュ ニケ ー ジョ辺ま，それを通じて，紐織が すなわち，組織の分析と生理をとり扱つたものと

えるものとして論じられた。つぎに，決定の内的

こと，組織的にあたえ

が，完成された決定へと如何に個人によつて組立
てられていくかをみることが必要であろう。 この

目的のために，能率の基準，個人の組綱への同一

化または忠誠が第9章および第10章で考

る。第9章では，まず能率の性質がみられ，また

能率に関す る種々の批評（たとえば 機械的能率

等）がとり上げられる。つぎに，能率に関連して

の分業化，能率と財政の間題等が論じられる。な

ぉ，Simon は，決定行為の factual aspects に

おいては，行政官は能率の基準に道かれねばたら

云えよう。

体の生理に関する知識によってのみ見出されうる

のであるから，行政の実際的な間題に対処するま

えに，まず科学的な記述と分祈が必要であること

。第11章は，すでにみられた行政の場
の記述と分祈のための枠組，あるいは行政紐織を

正確に考察するために考慮されねばならぬ諸要因

を前提として試みられ る紐織に関 する分析であ

る。組織の分祈は決定行為の分布と胄り当の中に見

出され，紐織の生理は， 糾織がそのメソバーの各

々の決定を影轡づけていく

と Simon は云う。最後に，彼はこ

なかつた 行政の 場のケ ー ス・ スクディを発展さ

せ，

末に「行政学とは何か」
行使によって個人に課されるが，しかし，大規模に れている。

なると諸価値は内面化されたものになり，個入の 本書の巻頭において，C. I. Barnard は，本

組織への参加の心理や態度に結合されてくる。｛同 轡がフォ ー マルな組織や行政に関する社会学的考

人は自動的に一すなわち，外的な刺戟に対する必 察に大ぎな貢献をなし， また行政行動を科学的に

然ではなく一彼の決定が組織の目的と一致するこ 記述するに際して非常に有益な著作であると述べ

とを保証するような忠誠または愛着を得るように ているのであるが，教育 行政 を 理論的 に考察す

なる。第10章は，決定の心理的な領城において根 る場合，本書の示唆する概念の明確化，

本的に重要な要素， すな わち同 一化の 考察であ 述方 法は十分貢献 する ものであろ う。 また，

る。同一化は，個人が彼の組織での決定を決める J. D. Millet は，本害が組織の研究者にとつて

して組織の目的を彼自身の目的にかえ 重要な書であり，Simon は更に進んで行政機関

ていく過程である。組織の構造は，それが創りだ に討ける人々の共同を理解するための充実した結

す同一化の型が社会的価値と組織の価値との間に 論を導くべきだと述べている。 (Book Review 

一致をもたらす範囲において社会的に有益である Digest (1947)）教育行政は教育を対象とする行

こと，同一化は，個人が自己を結合させる価値の 政である以上，その理論化においては常に教育活

限られた領域が，その領域外の他の価値に対して 動と行政が有意味的に結合されているべきであろ

比較されねばならぬ場合に， 個人の適正な決定を う。この点に留意するならば，本書は教育行政の

妨げる傾向を含むものでもあるから，この決定の 理諭化のために一般的甚礎をあたえるものとして
偏向を最小にするべく組織の構造は設計されねば 少なからぬ意義を有するものではなかろうか。
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教 育 実 践 の 録 に 就 い て

覚 田 知 義

ここ＝芝年来， 小中学校の教師による生徒の実 級生活，学校生活或いは 校外生活等々をそれぞれ
態の記録や教育 実践のす ぐれた 記録が多く出版 の学年の特徴を明確に示して描かれ，それら生活
されている。これらの記録は今までの現場の研究 の場で出会う平凡な生活全般の問題やそれと対決
や教育学者の研究と異つて， 生徒の作品とか， 生 していく
徒の具体的な行動あるいは教育指導の実態を具体 に描かれている。
的に記録してあり，それだけに生徒や教師の活動 も完全に入り込み活動し指導している記録も数多
が生々と描れており，興味深くまた価値のあるも く，教師と生徒 との 関係に 就いて述べ られてい
のも多いo る。これらは特定の事項によつて整理されずに，

「父母と先生に訴える」 ＊ （相沢保治著）はい それぞれの学年に於いてこれらの活動を並列的に
ままでにも教育学者や心理学者によってもとりあ 挙げてあるためにその学年の一般的特質や， 教育
げられた教師や父兄或いは大人の生活様式や考え
方に対する不信や非難を小学校・中学校・高等学
校のそれぞれの段階に於ける生活上の問題と関連

させて生徒の作文を通じて述べている。更に学校
生活の間に於いて問題視されている男女交際や中
学・高 校に於ける自我意識に関する記録などもの
せられている。この記録はこう
対する態度， 男女交際， 自我意識等等の事項に従
つて生徒の感想や作文が集められて生徒の実態と
その適切な指瘍の必要を訴えている。しかしなが
ら小学校か ら高校に至る広範囲なも のに なった
ために， それぞれの事項に就 いての 一貫性が少

゜

学級の六年間の記録であり，一つ一つの記録はそ
しいものではあ

るが，名 あまりにも子供の実態が中心的であり並列
的であるために， ものが
全然描かれていないのは，この記録の編集方針の
為かもしれないが， 少しは欲しいと思われる。

「学級革命」＊＊＊ （小酉健二郎著）は著者の学級
経営から学級内にあった問題を子供の活厠を中心

く，記録というより問題点の実態を把握する研究 徒の日記，生活綴方と教師の観察記録によつて述
べている。これは生活綴方を基盤にして生活指適

材の提出に終つているのは惜しい気がする。むし を行い，
らもつとすぐれた 解消等 を子供

ものになったと思う。 し，教師の助力によって行ったことが中心に記さ
これと対眠的な傾向と方法をとった記録として れている。ここでは学級集団に於いて集団意織を

「もんぺ教室」 ＊＊ （籐本晋一郎 ）を挙げること 持たせ，それを基礎にして一人一人の子供がすべ
が出来よう。この著書は一学級の六年間の子供の て相互に助合つて育つていくように，また間題を
様々な活動が教師の観察を通じて描かれ，そのな 解決し ていく ように指導され たすぐ れた生活指

ども入れているが，どこ 導，生活綴方の実践記録がのせられているが，そ
もとに綴られた記 の集団の基礎である学級をそのように作り上げる

録である。ここでは学級内に於ける友人関係や学 までの記録がなく， その間類に直接関係のある事

＊ 「父砥と先生に訴える」相沢保治著 角川書店 昭和31年9月15日
＊＊ 「もんぺ敦室」藤本晋一郎著 三一書房 1956年8月13日
*** 「学級革命」小四健二郎著 彩書店 昭和30年9 月24日
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実の記録や作文に限定されているために， 生活指

道の実体や方法はすぐれたものであり，教育活動

はすぐれた計劃と労力を必要とする大変な仕事だ

とわからせてくれているにもかかわらず， 問題の

ものが誡に安易に行われているような感

じを抱かせる。これはこの記録の実践例が特にす

ぐれているにもかかわらず随所にそれに関して書

かれた理論的な解明が浅く， そうした点で更に研

究が深められるならば資料の蒐集や記録が更に充

実したものになったであろうと思うと惜しい気が

する。

現場の教師が教育実践を行う直接の対象は子供

であるが，その教育活動が充分に効果をあげるた

めには父兄の掠力が必要であり， また何んらかの

つなが りを 父兄と結んでいる。「ガリ版先生」＊

（須田消著）は学級担任の教師が学級の父兄の椀

力を子供の教育を通して得て，教育実践を行った
記録であり， 主として父兄への働ぎかけを中心に

して述べられている。この記録では新しく担任に

なつて初めて父兄や子供に働きかける方法や，授

業の見方や，教材の研究を父兄

また戦後の開放感などのために， 学校行事が盛ん

になり数多く且つまた盛大な規模を持つものが多

くなり， それらはそれらなりに価値あり教育効果

もあるものであるが，一方に於いて平常の学級の

とが甚しいのであるか

ら当然これはとりあげられるべき問類であると思

う。つまりこの記録では教育実践の直接的なもの

よりはその条件の整備といった記録であるが， ゃ

それ以

外の活勁には適当に適応していく人の多い現場の

として注目す

べき記録と思う。

うした父兄との関係を更に広めて地域社会と

学校との関係を扱ったものに「谷間の教師」＊＊

（水野茂ー著）がある。これは近頃になって注目

るが，内容は僻地

の学校施設の悪さ， それを改造した学校作り

地の人々の教育観，教師の役告！な

ける学校の機能に就いて述べている。これは「ガ

リ版先生」の如く，子供に対する教育活動の記録

は少く， むしろ地域社会に対する教師の働きかけ

ではなしに積極的に父兄に対する啓蒙を行った方 が中心であり，それがまたいかに必要であり大き

法や実情を述べている。更に学級の子供の教育の な役割を持つかを訴えている。それとともに僻地

充実，父兄への積極的な働きかけを行うにつれて の教育そのものの記録のないのがこの記録の弱さ

起る仕事の多忙によって教育活動が阻害されない になり， また教師の活動自体も何かあまりにも中

ようにするにはどうすれば良いかという問題にも 心的すぎてあらゆることを一人でやらなければな

ふれている。これは近来研究の名目で授業がなく らないかの如き印象を与える。

なったり，雑務の多量のために授業の準備がなさ 野名龍二氏の「かえるの学級」＊＊＊は一年と＝年

れなかった為に日々の実践効呆の滅退なり内容の 生しかない小学校の分校での二年生の一年間の学

低下がよく云われており，現場では切実な間題で 校教育の記録である。これには学年はじめの教師
あると思う。須田氏はその解決や間題の原因を学 の指導方針，

校経営のあり方に求め，学芸会・運動会憎斐覧会

長，父兄との関係等々，学級担任として教師の仕

教科研究会や， 学校に於ける研究課題の不自然さ 事や実態や問題などがその時期に応じて，或いは
などが学校経営を歪め，それがひいては学級経営 問題に関係して生徒の作文や教師の記録によって
なり平 常の教 育実践の 充実を阻害し ているとし 述べられている。この記録はとりあげた筵囲や内

て， その改革に就いて報告している。戦後学校教 容の広さのために，資料の少なさや，側題の発展

＊ 「ガリ版先生」須田洞著 新評論祉 昭和31年5月10日
＊＊ 「谷間の牧師」水野茂ー著 平凡屁 昭和31年9月28日
***「かえるの學級」野名竜二著 新評論社 昭和31年5月30日
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の筋道の混乱もときにはみられて充分に完成され 組織的に行われているところである。それ故に良

た記録であると云うことは出来ないが， 一応学級 き個人の教師の記録であってもそこ

活動を中心 とした教育 の実態を知らせ てくれる のもっ多様な諸活動が綜合的組織的に行われ， そ

し， 今日の学校教育というものがいかに組織的な れでも尚， そこに出て来る間題をそのなかでとり

ものであるかと云うことも不充分ではあるが示し あげて指導していく様子を知らせてくれる記録が

てくれている。そうした意味では現場の実践記録 欲しいものであると思う。そうした意味で野名氏

としてすぐれたものであると思うo の「かえるの学級」は新しい実践記録の方向とし

今までの実践記録は教育の間題や子供の実態の て更に完成されることを望みたい。

更にこれらの実践記録は個人の実践記録ばかり

ものが多かつたが， こうした記録も必要なことは であるが， こうした実践記録が同学年の学級担任

勿論であるがその解決が町医者が病人を治すごと の教師の共同研究， 学校全体の教師の記録の集積

き印象を与えるものが多く， その間題を強調する が紐織されて一つの記録として出されるならばも

あまりに， とかく教育は良き方法による個人の指 つとすぐれた記録が生れるのではないかと思う。

尚，

多い。つまり

機応変で行われていくのが教育活動であり， 良き 方と体育を結びつた教育実践の記録「体育の子」

教師の人間的な感化なり指導が教育の大部分を占 （佐々木賢太郎著）や， 小学校一年生の学校生活

めるが如き印象を与える記録もある。しかし今日 の様子を写真で示してくれた特異な方法をとつた

の学校教育はそうした良き教師の指導の大切なこ 記録である岩波写真文庫の「一年生， 一ある小学

とは勿論であるが， もつと綜合的に計劃され紐織 教師の記録」 （写真， 熊谷元一， 説明， 瀬川良

された教育であり， 各種各様な内容を持ちそれが 夫）等々， その他多くの実践記録にふれることが
出来なかった。

R. T. ラ ピ エ ー ル 「社会統制論」

A Theory of Social Control. By Richard T. LaPiere. 

New York : McGraw-Hill Book Company, Inc., 1954, XI 568 PP 

はじめに， 著者ラビェ ー ルを簡単に紹介し

う。彼は1899年にアメリカに生まれ， スクンフォ
ー ド大学を卒業し， そこの助手にはじまつて， 社

会学教授となったが， 一時ミジガン大学の社会学

ていた。現在，彼はマックグロウヒ

よび人類学関係の編集顧間でも

ある。その主著としては， ファ ー ンスワ ー スとの

共著， Social Psychology, 1930

Collective Behavior, 1938, Sociology, 1946. 

などがあげられる。ここで取扱うA Theory of

Social Control は1954年に出版された彼の多年

にわたる研究を集大成した労作である。

冨 士 貴 志 夫

ところで， 彼のいるスタンプォ ー ド大学は， じ

つは社会統制についての最初の著作者といわれる

E.A.ロスのいた大学であり， ミシガy大学とい

えば第一次集団論で有名なC.H.クー リ ー のいた

大学である。もちろん， ロスは1906年からウィス

コンシン疇に移つており， クー リ→また， ラ

ピェ ー ルがミシガン大学にいたとぎは， すでにこ

ヽたが， 彼の理論はこうした事情に

無関係ではなく， ロスとクー リ ー の影響を強くぅ

けている。なお， 彼は社会学者ではあるが， 本書

に示された社会統制論は社会心理学的 理論 であ

る。南博は「アメリカ社会心理学の動ぎ」 （「思
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想」昭和29年2月号）のなかで， アメリカ杜会学

者が社会心理学に参加する傾向は， いよいよ盛ん

であると述べているが， 彼もその一人であった。

本書の内容は全体で三部に分けられ，第一部は

「序論」，第＝部は「社会統制の性質と作用」，

第三部は「社会統制とカウソターコソトロール」

と題されている。

彼の社会統制論の根本となっている考えは，個

人は自分の所属する集団，とりわげ小規模な第一

安定したよりよい地位 (status) を

獲得したいという欲求をもっために， その集団規

範に同調した行動を営むようにしむけられるとい

う主張である。

それでは， この考えに基いて展開される彼の社

会統制論は， 従来の社会統制論に照らしてみるな

らば，どのような立場にあり，どのよう

もつものであるか。

、まなお甚

ことを，他の成

いえる。ところで，そう

した 社会的役割の なかに其現されている諸規範

が， パーゾナリティの自発的行動によって， ある

いは集団外部での「状祝」の作用によって維持さ

れるとは限らない。

じる可能性がある。だから，このような逸脱に対

して成員相互の間で作用している統制作用が「社

会統制」であると考えることができる。このよう

に， とする立場をとるとともに，

社会統制を規範がパ,... ‘Jナリティヘ内面化されて

いく「社会化の過程」から区別しており， 同じ立

場にあり

考える多くの論者（例えばP·H ・ ランディ ス）

とは相違している。そして社会統制を規範的役隅

形式からの逸脱に対処するメカニズムとして論じ

たT．パーソ 、ノススの考えとほぼ一致する。だが

ラビエールの社会統制論に最ふ特色的な点は， 彼

だ曖昧であり，その研究態度はさまざまに分かれ が「個人の地位への顧慮」は小規模な親密な持続

ている。これまで社会統制論の主流をなしてきた 的な第一次槃団において特に意味をもつと考えた

学者の多くは慣習，法，道徳， 宗教などの諸規範 ことにあった。

を社会統制の種類として論じてきた。これはロス では， その理論的根拡は何か。彼はいわゆるゲ

の概念規定をりけついだいきかたである。他方， マイソシャ フト＝ゲゼルシャ フト概念を ・ ク......リ

社会心理学者は， 社会統 制を分析するに あたっ ーの第一次集団諭の考えに基き， またクーリ...... 以

て， 環境と個人との相互作用という社会心理学的 後発展させられてきた小集団研究の立場から批判

構造を解切することを主たる任務としてきたoだ している。近代社会においてもゲゼルシャ フト的

がラビ。エ ...... )レは， 社会統制論に前提さ れる 規範 集団のほかにゲマイソシャ フト的集団が存在し，

を，小集団におけるそれにしぼつて考察しょうと

試みた。このことは第一部における社会統制の規 い。なぜなら社会的地位には， ゲゼルシャ フト的

定をみれば町らかである。彼によれば， 人間行動 地位（例えば課長とか係長といった地位）とゲマ

を決定する要因には三つある。すなわち内的要因 イソシャ フト的地位（例えば顔誉ぎとか人気者）

してのパーゾナリテイと，外的要因としての状 があり， 多くの場合後者は前者よりも「特殊的地

況(situation)と社会統制である。このうちパ一 位」として高く成員によつて評価され，したがつ

までもない てそれが既子となってイソフォ ,.... マルに働く統制

が， 「状況」は個人に特定行動を促す直接的な要 は， 前者にみられるフォ ...... マルな統制の効果に重

因として作用し，社会統制は個人が特定集団の成 大な影響をもたらすからである。彼はこのような

員である限り， 「その占める社会的地位への顧慮 ゲマイソジャ フト的地位を与える集団を「地位集

団」(status group) と名づけて いる。 つづい

ない」という事実に基いて作用すると規定される て，

o 一般に集団成員としての個人 その場合，主間題はサイ ヽノやシソポルによる心理

は，集団内部で彼が占める地位に応じて何らかの 的制裁と，
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されない制裁についてである。しかもこれらはい
ずれもインフォ ールな性格をもつものとして論じ

リカのそれとは全く
ようとしてはいる。だが， 「第一次集団の発見」
は，
いたものであり，他方ではマルクス主義が今後解

ィンフォ ー マルな側面を重視する小集団論を社会 決すべき点を示唆したものといえよう。
アメリカ社会学および社会心理学は問題を提供

として間題にしたのは卓見であった。しかしそう したのであり， その研究の功績は正しく評価され
簡単に言い含れないようでもある。というのは最 ねばならない。ただ小集団論といういわば微視的
近わが国においても，小集団論が活発に論じられ， 研究が，巨視的研究から得られた成果と無関係に
アメリカ社会学または社会心理学における第一次 どこまでもおし進められるならば， 小集団とそれ
集団論に対する批判が行われているからである。 を包む全体社会との関連は解明されないのではな
昨年（昭和31年）の「思想」の 7 月号では田中清助 いか。そのためには，困難ながらも巨視的研究と
が，11月号では北川隆吉が論じた問題がそれであ 微視的研究の統合への道を歩むべく努力が払わね
る。まず田中の批判の一つは，小集団論で間題にさ ばならない。 ラビェ ー ルは 地位集団を数学的な
れて蓉た人間関係は単なる相互関係性であって， （槃団規模の大小といった）， その意味では普遍
基本的観念として社会的階層(social status)が 的な基準によつて規定したため，
遠入され，その限りでは階級の敵対関係は見落さ おける特殊の地位築団を見失うことになったので
れるという点にあった。一方， 北川も匠ぼ同じ立 はないか。これに関して永井道雄の 「近代社会の
場から，産業心理学における小集団研究は労資の 小集団」 （「人間と社会」川島武宜編「人間の科

くすものであると批判した。 学」 第 3 巻 中山書店 昭和31年）は，各種の小
たしかにラビエ ー ルの社会統制論も，単に地位 槃団をその性格の相違によつて分類し， 小築団を

集団内部での上下の地位的観点しか間類にしてい 全体社会と関連さ古て考察しでいるが， これは小
ない。そして階級的観点からの考察を欠いている 集団論の一つの新しい試みともいえよう。

とは第三部において，彼がカウンター コントロ これまで， アメリカの学者は社会統制の間題を
ールの間題にふれ， 社会変動論に論及している箇 重視してきた。 その場合にみられる共通の 立場
所において最も明白にあらわれている。そこでは は，現在の社会を変革するのではなく， 現状のま

まそれを何らかの形で統制しようとするものであ
った。小集団に焦点をしぼつて論じたラピュ ー ル

計，説得など）が詳しく論じられている。しかし の社会統制論も，現代アメリカ社会の一面に対す
それはあくまで階級ぬぎの変厠論であり，歴史的 るそのすぐれた洞察に心かかわらず，根本的には

‘oだからこのことは こうした立場にあるために，
ているという感じを与えるのではないか。

もラピ゜ェ ー ルのアメリカ杜会の部分的な面に対す 以上みてきたように，本書はいくつかの理論的
るすぐれた洞察，つまりは小集団論一般の成果が 欠陥をもつていることは確かである。しかしなが
無益であるということ：：：いしまならないo階級の矛盾 ら，彼が植物採第的調査に終始せず， 分散した経
こそ主要な間題であると主張し， 小集団には副次 験的デー タを紐織化し，G. ホー マ ‘ノスの The 

Human Group (1950)と同じように， 理論構
潤心を示しているのはなぜ 成に努力したことは，

くは，サ ー クル活動 石を築いたことになろう。
つてアメ
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Democracy and Social Structure in Pre-Nazi Germany, 

Talcott Parsons. 

Essays in Sociological Theory, Revised Edition (1954), 

Talcott Parsons. The Free Press, Glencoe, Illinois. 

戦後の日本社会は， ナチス拾頭以前のワイマ
ル体制のドイツ社会によく似ており，ネオ・ファ
シズム拾頭の危険性を多分に内包していると言わ
れることがある。そういう関心からか，最近，ナチ

そのもと
また政治的， 経済的， 思想

的， 社会構造的等色々な方面からの理論的研究も
盛んに行われている。思朦12月号(1956)におい
てもナチズムに関する三種の論文， すなわち，若
きヒ ッ トラ一に影褥を及ぼしたオーストリヤ・ハ

ンガリヤ帝国の社会情況との関係において， ヒ ッ
トラー自身のパースナリティと思想の形成を述べ
た村瀬興雄の「ヒットラー主義の形成過程（その
ー）」，ドイツ・ロマゾ主義を中心とした思想史的
な側面からの研究である宮田光雄の「ドイツ・ ファ
シズムの思想史的基盤」，経済的機構の側面から分

「ナチ・レジームにおける合理
性と非合理性」がとりあげられたことも，こ
を顕著に示すものであろう。このような色々な方
面からのナチズム批判に対して， しばしばドイツ
思想家によつて行われる反批判の試み，例えばナ
チス迎動(Nazi Movement)をドイツ史における
一種の異邦人的なものであるとする主張や，ドイ

ようとする傾向もあるよう
である。なる程，現実において，いわゆるナチ的犯
行そのものは比較的少数の人々のみ加担したのか
も知れない。しかしながら，ナチ的犯行に全てのド
イツ人が引ぎずられていったということこそ間題
なのである。すなわち， 政治的無関心や自由から
の逃走等の形式において，全てのドイツ人は，それ

ると言わねばな
らないo私が今から紹介しようとする論文は，ナチ
ス運動の政治的経済的条件ではなもその基盤と

ヽる。

藤 本 浩 之 輔

そういう点において，E・フロムの「自由からの
逃走」と共に注目すべき論文であると思われる。

パーソソスの問題意識は次の点にある。ドイツ
では，1918年の敗戦の結果，民主化，
撤廃等，他の進歩的な西欧諸国の発展方向と同じ
方向への努力がなされた。しかしその結呆が不安
定に終り，しかも急激に急進的な反自由，反民主主
義的な運動へと転換されていったのは何故かo確
かに， 敗戦後のドイツに対する連合国の政治的圧
迫，
れねばならない。しかしこれらに比較しうる重要
な役割が， ドイツの社会構造に特殊的であるいく
つかの要因によつて果されたのではなかろうかと
いう点である。彼によれば， 中世以来発展の傾向
にあった合理化の連動は， ドイッ封建社会に不安
をもたらし，ロマン ―アイ ム(romanticism)シス
の根を深くおろさせた。 その上敗戦による 政治
的， 経済的緊張から，ロマッティシズムの傾向は
更に強められ， その傾向をたくみに把握したとこ
ろに， ナチスの国家社会主義(National Sociali 

sm) の運動の成功があったとし，そして叉この
ロマンティシズムの傾向は，近代社会には本質的
に存在するというのである。

パーソソスは， ドイ
のとして，プロシャ保守主義の＝つの要素と卜？

(1)プロシャの土地
所有貴族 (landed nobility) は将校団と結合
し，皇帝に直接責任を負うという関係により社会
における 最高の権威を形成した。(2)地方君主制
(centralized territorial monarchies)の発達
の一面としての官僚制。この封建的要素の強い官
僚制における形式主義(formalism) ， お役所

地位の形式化の
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象として，称号 (title) の広範な使用， その複雑
性， 私的な領域や能力の領域においても重要視さ
れていること， 等を指摘する0 (3)ドイツ社会では
夫や父親が支配的であり権威をもつている。婦人
は服従的であり，主従の徳とも言うべぎthree K's 

(Kinder, Kirche, Kiiche) にしばられている。
同時にドイツでは romantic love pattern の
発展の程度は低い。以上あげたような封建的要素
は，1918年の革命の結果弱まる傾向にあったが，
社会構造の中には依然として根深く残っていた。
ここでパーソンスは， ワイマール体制が何故定着
しなかったかという点に関し， 戦後の国際的，経
済的， 政治的条件から結果する不安，近批の合理
化過程から結果する不安，更にそれらの不安から
発生するロマ ‘ノティシズムの傾向を考察している
°合理化の過程は（その絶対的意味を別にして考
えれば） 合理主義を受け入れる側にも，阻止しょ
うとする側にも不安の源泉となつた。科学， 技術
の発遂と共におこって来る合理主義の建動は， 伝
統的 pattern , 宗教的価値， 保守的文化要素の
否定を必然的に伴なつて来る。しかし， ドイツ社
会のように保守的要素の強いところでは，これに
対する抵抗も強く， 合理主義は勢い急進的な傾向
をおびるようになる。忽進的になればなる程，合
理主義は社会構造に根をおろすことが困難になる
が， 一方伝統的保守的 pattern も， もはや青年
や婦人の pattern とはなり得なくなつている。
結局どちらの側にも不安が存在するのである。そ
の上に，敗戦の結果発生した不安が加わり，それら
の不安に対する反動として， ロマンティシズムの
発生という現象がおこる。ドイツの場合のロマン
ティシズムは， 現実の生活情況から分離して未来
叉は過去の中に情緒的に逃避することであって，
アメリカにみられる personal success, roma­

ntic love pattern のロマンティンズムとは本質
的に異なつている。このような当然おこるべぎ社
会構造の中でナチスの国家社会主義の逮動がおこ
つて来たのである。そしてその運動は次の四つの
国民的要素に受け入れられるのである0 (1)先ず，
ドイツ社会の封建的保守的要素は， 合理化に反対
すると共に，計算合理的な資本家に反対し， 兵士

を理想化しているため， ナチスの訴える国家的栄
光， 軍国的価値に共鳴した。(2)急進的合理主義に
危険 を感じる要素0 (3)ブルジョアの打算的実質主
義， 安全主義に反感を抱く青年，（4）最後に，性的
役割 (sex role) において服従的であり， 権威主
義的であるドイツ婦人は，英雄的兵士をその理想
像として受取ったのである。

以上， パーソ 、,/スの論文の紹介をしたわけであ
るが， 民主的なワイマール体制のもとにおけるド
イツの社会情況と， 敗戦によつて民主化の方向ず
けが与えられた日本の社会怖況には多くの共通点
があることを認めないわけにはいかない。日本社
会の封建的要素である天皇制封建主義， 官僚磯構
や職場における地位の形式性や称号の重要性， 男

性の優越性等々は， 敗戦による民主主義革命によ
り否定されたとはいえ， 法律的次元にとどまつて
いることは否定出来ない。そして従来の価値体系
に代わる新しい民主的価値体系は，日本の社会構
造の中に根をおろしてはいない。このように価値
や規範の混乱によつて， 如何に生ぎるべぎかの基
準がなく，その上に加えて敗戦による国際的，政治
的，経済的緊張と困難から，現在の日本の社会に大
ぎな不安が内包されていると言わねばならない。
日本の労働運動や学生運動が，世界の他の国に比
して尖鋭であり， 一方また :::-太陽族ミという社会
現象が存在するのもこれを示している。そこで，パ
ーソンスがドイツ社会について分析したロマ ‘./テ
ィシズムは，戦後の日本社会においても大衆の間
に広く行ぎわたつていると考えられる。すなわち，
戦記物のフゞ ーム，時代劇映画の大衆へのアピ゜ ール，
民謡の複活等一連の社会現象に端的に表現されて
おり， ロマ ‘./ティシズムをもたなくなったと言わ
れる現代の若者（太陽族も含めて）も持たないので
はなく，やりたいことをやるとか，現在の生活を殻
大にエ ‘./ジョイするという刹那的なロマンティシ
ズムに変化して来ているのである。このように考
えてみると， ドイツ社会の不安とロマンティシフ、ゞ
ムが，ナチズムの基盤となったように，現在の日本
社会の不安とロマ ‘./ティシズムが，ネオ・ファシフ、ゞ
ムの温床となる危険性は大であると言わねばなら
ない。なお， パーソ 、./スのこの論文においで庄意
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せねばならないことは， この論文は1942年に発表
されたものであり， ナチス運動は終末を告げては
おらず， しかもアメリカとは交戦中であったとい
う事実oそしてまた， 調査研究を基礎として書か
れたものではなく， 図式的(shematic)｀ な分析
であることである。そうとはいえ， ワイマール体
制下になお残存するプロシヤ保守主裳の分析に注
意が払われていることは， 民主憲法のもとにおけ
る日本社会の封建遺制の重要性を充分認識させる
ように思う。

も， 本論文の著者T. パ ー

ソンスについて簡単に紹介しておこう。T. パー
ソンスは， 1902年 E. S 鬱 パ ー ソソス（晩年オハ
イオのマリエッタ・ カレッジの学長）を父として
生れた。1924年アムハースト ・ カレッジを卒業。

り近く経済学に
転じた。1924年から1925年にかけて， ロンドン ・

スクー ル ・オブ・エコノミックスで， ホフ→ハウス

およびギンスバ,...グについて社会学を学んだ。同
時に機能主義の人類学者 マリノウスキー
強くうけた。ついで1925年から 1926年にかけて，

ウェーバ ー 没後のハイデル ベ ルヒ大学でウェーバ
,-を学ぶと同時にマルクスによる資本主義社会の
分析に興味をもち， それまでの経済学上の知識に
多くの変革をもたらした。その後，母校であるア
ムハースト ・カレッジの助手を経て， ハー バード
大学の助手に転じ， 1936年同大学の助教授に任ぜ
られた。1944年に正教授となり， 現在は同大学社
会関係学部の主任教授であるo著書，
が， その主なものをあげると， The Strutsure 
of Social Action (1937), Essays in Sociolog_ 
ical Theory-Pure and Applied (1949), The 
Social System (1951), E.シルスとの共著であ
るToward a General Theory of Action (19

51), E. シルス及びR. ベイルズとの共著である
Working Papers in the Theory of Action 
(1953), Family (1953), Essays in Sociolog­
ical Theory-R evised Edition (1954) 等々であ

定版において他の八篇の論文と共に新らしく載録
されたものである。
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京都大 学 教 育 学部紀要 Ill

京都大学教育学専攻卒業生著作目録

長田 新（大正 4年卒）

宗教と教育＊

ペスタロッチ伝 上・下＊

村上瑚磨雄（大正6年卒）

新教育と旧教育＊

わが子のしつけ 外11篇

悔な含青春＊

民主主義教育としつけ

小原 国芳（大正 7年卒）

教育立国論＊

教育の根本問題としての哲学（改訂版） ＊ 

世界教育行脚＊

末包留三良（大正 8年卒）

英国普通法の伝統的概念

英国裁判所の判決

福 村 書店

岩 波 書店

西 荻 書 房

道徳教育 第2 , 3 ,  4 ,  5, 6 ,  7 
9 ,  11, 12, 13, 14, 15号

近 藤 書店

道徳教育指導講座 (2) 

玉川大学出版部

同 上

同 上

近畿大学法学部発刊「法学」

同 上

英国普通法の概念概成における判例と訴訟手続の意義 同 上

英国普通法の発達における法曹団体の偉業

英国古代の判例集に関する若干の考察

近世英国判例集に関する多少 の考察

加藤 仁平（大正9年卒）

報徳に生きる＊

辻 幸三郎（大正9年卒）

同 上

近畿大学30周年紀念論文集

近畿大学法学部発刊「法学」

日本図書文化協会

広島県における教員養成80年 広島県教育80年誌

石崎恒次郎（昭和3年卒）

現代教育社会学＊ 理 想 社

大阪市の各地区と青少年の人格形成との関連について 教育社会学研究 第 6 集

現代教育原理＊ 理 想 社

教育原理（＝） ＊ 浪速短大保育科通信教育部

大塚 喜一（昭和3年卒）

人間倉橋惣三先師 幼児の教育

幼児と女性＊ 豊国プリント
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＊ は著書を示す

昭和2 4年

昭和26 年

昭和2 3 年

' 昭和27�30年

昭和30年

昭和31年

昭和21年

昭和29年

昭和31年

昭和29年

昭和29年

昭和30年

昭和31年

昭和31年

昭和31年

昭和31年

昭和29年

昭和27年

昭和29年

昭和30年

昭和30年

昭和30年

昭和31年



聴く一心 禅 18集 昭和31 年

静坐記念日参加感想 静 坐 昭和31 年

後藤 三郎（昭和3年卒）

新学校暦及び講話資料＊
富 士 書店 昭和25年

私たちの東京＊
慶応通信教育図書株式会社 昭和25年

中江藤樹の人と学と教育について
昭和27 年

石山 脩平（昭和5年卒）

西洋古代中世教育史＊ 有 斐 閣 昭和25年

同 上 昭和28年

The Formation and Characteristics of 
The Japan Science Review 昭和30年the I'olis-education 

ヽ

大西 貞ー（昭和5年卒）

山 昭和28年

教育における自覚性 其ノ1' 其ノ2 同 上 昭和29, 31年

手（解釈学的試論） 山口女子短期大学紀要 昭和31年

弥 栄 昭和31年

中島 万染（昭和5年卒）

ゾクラテスに於ける自己活動の原理について 昭和29年

明治時代に於ける洋学 同 上 昭和30年

西洋教育史概説＊ 竺 和 書房 昭和30 年

前田 博（昭和6年卒）

哲 学 研 究 昭和24年

大 谷 学 報 昭和24年

教養と有用ー ゲ,...テの教育思想一 哲 学 研 究 昭和25年

大 谷 学 報 昭和25 年

,....イの自由教育論一 力州大学教育学部紀要 昭和27年

大谷大学研究年報 昭和27年

自由 購座 昭和28 年

教育のめざすもの＊ 明治図書出版株式会社 昭和28年

現代学校教育論＊ 同 上 昭和29年

シラ 71 昭和29年

ジラ 教 育 学 研 究 昭和29年

と道徳的美 九州大学教育学部紀要 昭和30年
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京都大 学教 育学部紀要皿

シラ

英国19世紀後半の自由教育論 について

教育史上のシラ←とヘルバルト

西元 宗助（昭和7年卒）

教育的自覚の構造

同和教育の基礎理論

同和問顆 外3冊＊

被差別意識調査

岡本仁三郎（昭和 8年卒）

スペソサーの教育思想

スペソサ←「教育論」＊

現代教育原理バ臼衣＼ ＊ 

大 谷 学 報

人 文 研 究

哲 学 論 集

西京大学「人文学報」

同 上

法 蔵 館

教 育 研 究

大阪学芸大学研究紀要

玉川大学編集部

理 想 社

昭和30年

昭和31年

昭和31年

昭和28

昭和29年

昭和30年

昭和31年

昭和29

昭和30年

昭和30年

田中 健一（昭和8年卒）

ガイクヘノスの新傾向 「美」昭和27年

関 秀華（昭和9年卒）

明治前期における政治と教育

寺本 彦（昭和9年卒）

福井大学学芸学部紀要 社会科学篇

福井大学学芸学部紀要教育科学篇

サルトルの実存主義におけるヒュ ー マニズムの探求

広瀬 正（昭和9年卒）

我国 における庶民教育

玩具の必要性

青年心理 ＊

教育心理＊

との関係

フレ ー ベルの児童観

三浦 広吉（昭和9年卒）

木村（素術）美学における理念について

赤羽 英市〈昭和10年卒）

学級経営の実践＊

学級会連営の実際

黒木 一男（昭和10年卒）

ヽて

京蔀女子大学紀要「東山論叢」

保 育資 料

内外印刷会社

同 上

同 上

保 育 資 料

同 上

北カ 第 3集

同 上 第 4集

明治図書出版

2 06 

昭和30年

昭和31年

昭和30年

昭和26年

昭和29年

昭和29 年

昭和29年

昭和30年

昭和30年

昭和30年

昭和28 年

昭和29年

昭和28年

昭和30年



子どもの見方

幼児の教育

明るい家庭＊

谷口 武（昭和10年卒）

プーカー・ワシントン ＊

原 尚武（昭和10年卒）

集団場面における指導

集団指導における人間関係

藤原 英夫（昭和10年卒）

人間形成と教育

教育の位相

石原 鉄雄（昭和11年卒）

科学・教養•世界観ぱmい ＊

保 ＝ F 昭和27年

同 上 昭和28年

ひかりのくに昭和出版社 昭和31年

玉川大学出版部 昭和26年

滋賀大学学芸学部紀要第4 集 昭和30年

同 上 第5集 昭和31年

文芸と思想 第 8号 昭和29年

カ州大学教育学部紀要第3集 昭和30年

関 書院 昭和29年

歴史と教育のあいだ 和歌山大学学芸学部紀要教育科学篇昭和30年

永谷 孝治（昭和11年卒）

黎 明 書房 昭和24年スーパーヴィジョン 一新しい学校管理ー＊

教育とイデオロギー

アメリカ社会における階級と教育の問題

史的唯物論の教育的理解（上・下）

大阪社会事業短期大学「社会問題研究」昭和27年

大阪社会事業短期大学「研究紀要」Il昭和28年

社会問題

隣保飼事業の意味拳内容および本質
(von Marianne Welter) 

同 上

同 上

ケース・ワーカーの相談技術について(von Ruth Bang)同 上

長谷山八郎（昭和11年卒）

精神薄弱児の教育と福祉 天理大学学報第 10集

落穂のゆくえ（精神薄弱児をめ ＊ 天理教道友社

白痴の教育と内村鑑芝 天理大学学報

シュヴァイツアーの世界観と現代日本の教育 同 上 第20集

武藤 俊一（昭和11年卒）

自己批判の倫理性 玉川の丘

全人•生活・ 玉 川 教 育第4号

実践と知性 全 人

ペスタロッチ：キリストとその教えの瞥見（翻訳） 同 上

大柴 衛（昭和12年卒）
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昭和28年

昭和30年

昭和31年

昭和31年

昭和28年

昭和29年

昭和30年

昭和31年

昭和26年

昭和27年

昭和29年

昭和31年



京都大 学 教 育学部紀要圃

千代田出版社 昭和 23 年

昭和 26 年疇育総覧＊ 東洋図書

,-イングランドのピュ ー リタン 第 1 号 昭和 27 年

昭和 28 年

昭和 28 年

昭和 28 年

昭和 28 年

昭和 29 年

昭和 30 年

Thomas Jefferson's Thought on Education 同 上 第2号

ニュ ,- ネザランドの教育 教育学研究 第20巻

欧米教育史概説＊ 理想社

北京の追憶＊ 駿河台書房

トマス 囀ジェ ファ ,.... ‘J y* 

比較教育学＊

二つの教育

比較教育学の研究

自由の無形的支持者

小池行松（昭和12年卒）

東 日出男（昭和12年卒）

フィヒテ法概念の吟味

西田哲学

自我と所有

教育哲学＊

蜂屋 慶（昭和16年卒）

ガイダンス研究I

過疵護と排斥

家庭性の測定

家庭性と適応性

大井 令雄（昭和17年卒）

と人間の関係

教育目的系列におけるスコ ー プの位置

社会科の心理＊

Residusl School Viewについて

学習文庫

福村書店

第4号 昭和 30 年

在日米国大使銅アメリカ ,- ナ

同 上

昭和 31 年

昭和 31 年

昭和 31 年同 上

第 1巻 昭 和 29 年

同 上

同 上

哲学研究

大分大学研究紀要

同 上

理想社

第2巻

第3巻

人文研究第4巻

教育学研究第21巻

人文研究第6巻

同 上 第7巻

昭和 30 年

昭和 31 年

昭和 23 年

昭和 24 年

昭和 27 年

昭和 28 年

昭和 28 年

昭和 30 年

昭和 30 年

昭和 31 年

和歌山大学学芸学部紀要教育科学篇昭和 27 年

同 上

同 上

昭和 28 年

昭和 30 年

教育学事典 3 、 昭和 30 年

同 上 → 
昭和 30 年

和歌山大学学芸学部紀要教育科学篇昭和 31 年
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京都大学教育学専攻卒業生著作目録

吉田 嗣義（昭和18年卒）

新しきいしずえ＊

「教育二法」

下畑 達雄（昭和21年卒）

教育者の権利根拠の間題の現代的意味

教育目的の内在性と超越性

柴田 良稔（昭和2 2年卒）

デイルタイ教育学の立場

米国教育制度の発逹とその歴史的背景

教育の場と

教育原理議義＊

小森 健吉（昭和24年卒）

竹内 義彰（昭和25年卒）

新生活教育論のための序説

職業と教育＊

森田 昌樹（昭和25年卒）

学力とその要因について

学校層化について

子供の映画生活

横田 三郎（昭和25年卒）

教育と政治

安井 彰生（昭和26年卒）

乳児期における生長・発達について

上田 吉ー（昭和27年卒）

適応異常児の一般的類型

人格の統合性

竹岡 幸一（昭和27年卒）
—い

アュ ー

大分県青年団出版グル,....プ 昭和29年

思 想 昭和30年

教育の研究第20号 昭和29年

同 上 第28号 昭和31年

大谷学報第3 2巻 昭和28年

近畿大学「説苑」第1, 2 巻 昭和28 年

大谷大学哲学会「哲学論集」第1 号 昭和30年

三和書房 昭和31年

平野武夫編I追l芯叙自り 昭和30年

4号昭和31年

疇大学紀要 昭和28年

同 上 昭和29年

三和書房 昭和31年

大阪市教育研究所紀要第18 号 昭和28 年

全国教育研究所連盟研究報告集 昭和29年

大阪市教育研究所紀要第2 3号 昭和31年

人文研究 昭和28年

同 上 昭和31年

ガイタヘノス 11, 1 2月号 昭和24 年

姫路工業大学研究報告一般教育関係 昭和29年

同 上 昭和30年

鹿児島大学教育学部研究紀要第8 巻昭和31年
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京都大 学 教 育 学部 紀 要 llI

シュ ライエルマツヘルの他界観について

大石 純悟（昭和27年卒）

マス ・

農村におけ

・ ミ ー ディアの

烏取大学学芸学部研究報告 第5

放送教育による学習効果

日

同 上

同 上

同 上第6

昭和 31 年

日

同 上

その一， 三形式による理解度その：：：：：， 学習の変容現象

視聴覚教育の基礎問題一認識過捏を中心として一 同 上

ドラマ学習の機能

岡本 武雄（昭和28年卒）

教科指遵とカリキュ ラム

夜間生の学力調査

牧 文彦（昭和28年卒）

態度の形成と美的経験について

創造的経験の教育的価値について

鑑賞， 表現， 理解

山口 透

少年非行要因の教育学的分析

第7

昭和 29 年

昭和 29 年

昭和30年

昭和30年

昭和 31 年

昭和 31 年

昭和 31 年

昭和 31 年

同 上 6.

同 上 7.

5. 昭和 29 年

昭和30年

昭和 31 年

美術教育

同 上

同 上

同 上

昭和 29 年

昭和30年

昭和30年

昭和 31 年

家族と私生児＊

私生児に関する若干の考察

月報

法冑会

河出書房

ヶ ー ス研究

6巻）

昭和 29 年

昭和30年

昭和 31 年

昭甜 31 年

旧 制 大 学 院

小浜 勲（昭和19年卒）

人間像と低学年の教育

デュ ウイとその教養

教育計画 第 1 巻 昭和 25 年

和歌山大学学芸学部紀要教育科学篇 昭和 27 年

ヨーロヅパ
教育公論 昭和 27 年
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子供の生活における自由

実験主義の哲学とその個性論

個人差と指導

教育における目的としての人間

実験主義教育哲学を条件づけるもの

教育計画 第2

玉川大学紀要「玉川教育」

教育計画 第4 巻

同 上

教育実習とその局辺一実験主義教育哲学の立場より 一 同 上

カリキュ ラム論 東京清明学園紀要

デュウイの倫理説と教育

石井完一郎

自治指導の理論と実際

ホーム ・ルームと自治会＊

現代教育指導論＊

民主社会における道徳教育（共著） ＊ 

新

井上 裕雄（昭和27年卒）

基本記入の標目1一主記入論の検討一

制

ガイダンス

黎明書房

理想社

同 上

大

図書館界 第7巻

基本記入の標目 2
一基本記入とその標目一 同 上 第 7 巻

原 芳男（昭和28年卒）

京都における集団教育への関心

婚姻家族の梱造的分析（共同執筆）

田中 昌人（昭和29年卒）

精神薄弱者の社会的涵応（共同執筆）

遠山 敏（昭和29年卒）

女子非行少年の諸傾向

畠瀬 稔

教育社会学研究 第4 集

京都大学教育学部紀要I

教育心理学研究 第3 巻

矯正教育

昭和27年

昭和27年

昭和27年

昭和28 年

昭和29 年

昭和30 年

昭和30 年

昭和31 年

昭和24年

昭和25 年

昭和28

昭和30 年

昭和30 年

昭和31 年

昭和30 年

昭和31年

昭和31 年

昭和31 年

第5 巻 昭和30 年

遊戯療法について

今立源太良（昭和30年卒）

A new species and a new subspecies 
of Protura from Shikoku 

A new species of Protura, Acerentomon 
Sawadai n. sp. from Nikokn 

教育心理学実習

Trans. Shikoku Ent. Soc., 4. 

New Entomologist, 5. 

Two new species of Protura from Japan. Insecta Matsumura, 20. 

奈良県天然記念物報告 動物l（数氏と分担執筆）奈良県文化財保護委員会

211 -

昭和31年

昭和31 年

昭和31 年

昭和31年

昭和31 年



京都大学教 育学部紀要1lI

講 義 題 目

昭 和 25 年 度

科 目 謂義別 題 目 教 戸呂
9 

教 育 学教授法 謂 義 教育学 概論（文共） 下 程 教 授

‘’ 
1 教育原理 鰺 坂 教 授

9/ カリキュラム（文研究） 広 岡 講 師

’’ 紬吉詣置 片 岡 教 授

グ 精神衛生字（文研究） 丸 師

研究 教育の人間学的基礎（文共） 下 程 教 授

グ （文共） 下 教 授

演習 Dewey, J.: Experience and 下 教 授

教 ＝
自六 史1演習 近世教育史 鰺 坂 教 授

講義 Pestalozzi, J. H. : Meth ode 鰺 坂 教 授

教 育 心 理 学1講義 教育心理学 矢田部 教 授

研究 教育心理学（文共） 正 木 講 師

グ 教育評価 苧阪 助 教 授

’’ 教育の社会的基礎（文共） 末 永 助教授

習 教育心理学演習 苧阪助教授・末永助教授

教 育社会 学 謂 義 教育社会学 臼 井 教 授

教 育 実 習 習 市内高等学校

昭 和 26 年 度

教 育学教授法 謂義 教育学概論（文共） 下 教 授

研究 教育の人間学的基礎（文共） 下 程 教 授

演習 教育学の諸間題（文共） 下 荏 教 授

講義 教育原理 鰺 坂 教 授

演習 Hopkins, Th. : Interaction 鰺 坂 教 授

教 育 史1講義 西
、

洋教育史 鰺 坂 教 授

グ 片 岡 教 授

研究 丸 師
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講 義 題 目

演習I Kant
S
, 
i 
I.: Grundlegung zur Metapbysi 

der tten 

教科 教育 法1講義
I

ク 国熙科緞育疾（総 説）

（国文学研究法）

（漠文学研究法）
グ I 紆今科蒟育疾（概 論）

（法律学）

（政治学）

（経済学）

（世界史）

（日本史）

（人文地理学）
// I 自然科学概論（数・
/‘ I 数学科教育法

／ヽ I理科教育法（物 理 ）

（化 学）

（生 物）

（地 学）

/
‘ I グト国諾竹奴疇法

（英語学）

（英語教授法）
文 学）

（言語学）

（西洋古典語）

（フランス語）

（ドイツ語）

教 育実 習実習

教育心理 学講義 （集中）

研 究 教育調査

’’

演習 I 
グ 行動の問題演習 I 

教育社会学講義

213 

k 片 岡 教 授

下 程 教 授
坦、ニ 籐 教 授

野間 助教授

小 Jl l 教 授

臼 井 教 授

猪 熊 教 授

猪 木 教 授
芹巴 本 教 授

田 村 教 授

小葉田 教授

織 田 教 授

沢 濶 講 師

小 堀 教 授

友 近 教 授

石 橋 教 授

芦田教授・北村教授

棋 山 教 授

小 林 教 授

池 田 教 授

中野 助教授

中 西 教 授

泉 井 教 授

松平 助教授

生 島 教 授

古 松 教 授

正 木 教 授

苧 阪 助教授

末 永 助教授

・末永助教授

苧阪助教 授 ・ 末永助教授

臼 井 教 授



昭 和 27 年

教育学教-授法 ■1講

演習

教 史1 義

演習

教 育 課 I研究

演習
グ

教 育 指導 義

研究
‘’

演習
グ

義

教科教 育法1謂義
グ

/‘ 

、/

// 

グ

グ

、/

教 育実習 習

教 育 心理学講

研究
‘’

演習
グ

京都大学 教育 学部紀要圃

教育学概論

Kant, I. : Vorlesungen uber Padagoik 

近世教育史

Childs, J. L. : Education and Morals 

カリキュラム構造の詰間題

Human Learning について

Wolfle, D. : Training 

小児の発育生理

精神術生

特殊児童の個別研究
Kant

s 
, I. : Grundlegung zur Metaphysik 

der itten 

（国文学）

I 

I 敬自因学科詞
学

教
概

育

論

法

（数 ・ 理科に含む）

I +田和痴吉咋（物理）

（化学）

（生物）

（地学）

！ 懸華科蛮育疾

央語科教育法

市内高等学校，中学校にて実施

教育心理学概 論

性格の研究

社会心理学の間題について

Hilty, C. : Kunst der Erziehung 

Guilford, J. 
c
P
h

. 
o

: 
l 

Fundamental Sta tis-
tics in P sy ogy and Education 
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下 程 教 授

下 教 授

鰺 坂 教 授

鰺 坂 教 授

鰺 坂 教 授

梅 本 講 師

梅 本 講 師

片 岡 教 授

小 西 師

黒 丸 師

黒 丸 謂 師

片 岡 教 授

加 藤 講 師

阪 助教授
埠、上 膝 教 授

野 間 教 授

小 J l l 教 授

下 程 教 授

沢 潟 師
小 堀 教 授

内 田 教

野 津 教 授

中 村 教 授

滑 Jl I 教 授

柏 教 授

中野 助教授

正 木 教 授

正 木 教 授

末 永 助教授

正 木 教 授

阪 助教授



講 題 目

ヽf I Janet, P.: Les debuts de 

グ I Group Dynamicsについて

fヽ 教育心理学実験演習

教 育社会 学1研 究 教育社会学

演 習

// Cook, A. : Sociological Approach to 
Education 

教 育 行 政学 1 講 義 学校管理

演 習 教育行政諸問題

昭 和 28 年

共 同 研 究 研 究 教育学研究法

教 育 学教授 法 義 教育哲学概論

教 育 哲 学 演 Kant, I.: Vorlesungen tiber Padagogik 

教 育 史 講 義 西洋教育史（古代より）

研 究 ペスタロッチの教育学
演 習 Frischeisen-Kohler : Bildung und

Weltanshauung 

義 庶民教育

教 育 課程I講 教育課程概論

研 究 Essentialismの諸問題

教 育 指 1 謂 義 教育指導

演 Kant, I. : Kritik der praktiscben
Vernunft 

研 究 精神衛生

ク‘ 小児発育生理

グ

教科 教 育 法 義 教授法概論

// 国語科教育法

グ

// 自然科学概論（数・理科に含む）

グ ！ 奴字料叙百法

グ I 理科教育法（物理）

（化学）
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末 永 助教授

末 永 助教授

正木教授・苧阪助教授

渡 辺 助教

渡 辺 助教授

渡 辺 助教授

片 岡 教 授

池 田 講 師

I 醤：
下 程 教 授

下 程 教 授

篠 原 教 授

篠 原 教 授

篠 原 教 授

猪 ^月
b
ヒ 教 授

鰺 坂 教 授

鰺 坂 教 授

鰺 坂 教 授

片 岡 教 授

片 岡 教 授

里‘’‘‘ 丸 講 師

小 西 助教授

加 襟 講 師

正 木 教 授

沢 潟 師

小 堀 教 授

高 橋 教 授

田 教 授



京都大学教 育学部紀要 JII

（生物）
（地学）

家

田

グ

新

上

柏

‘’

グ 小 林

教 育 実 習

教 育 心

教 育

杜会

教 育

財

理学

社 会 学

教 育学

行 政 学

政 学

実

講

研

演

講

研
演

講

研
演

講

石

汀
{fi-"

ヽf

ク

グ

ヽf

// 

/‘ 

‘’

‘’

ク

グ

習

義

究

習

義

究
習

義

究
習

義

// 

講
義

’‘

斤究
〖習

胄義

9/ 

研 究

市内高等学校， 中学校にて実施

教育心理学概論

社会 心理学の間題

学習の問題

正

苧

末

梅

梅

木

本

本

阪

永

教 授
教 授
教 授

•堀尾教授

教 授

教

助

助

謂

教

教

闘

正木教授・黒丸謂師

ー

II 

Guilford, J. P. : Fundamental stati畑

sties in Psychology and Education 
Maucorps, P. H. : 
Psychologie des Mouvements Sociaux 

Hunt, McV.: 
Personality and the Behavior Disord­
ers 

心理学概論（文共）

グ

（文共）
Maclver, R. M. & Page, C.H.: 
Society-An Introductory Analysis 

ヶーションと教育マスコミュ

社会と教育

近代社会における人格形成の間題
Litt, Th. : Individuum und Gemein­
scbaft 

社会学概論（文共）

博物館学
図書館学

学校管理

教育行政学の諸問題
Supervisionの諸間題

教育行政の権威の研究
行政学（法共）
経済原論C経共）

財政学
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苧

末

梅

矢

渡

渡

渡

重

重

重

臼

梅

阪

永

本

田

辺

辺

辺

グ

助

助

部

助

助

助

教

教

講

教

教

教

教

授

授

授

師

師

秩

桧

校

井

原

教

教

教

教

教

謂
教
講

講
講

教
教
講

授

師

授

授

授

授

授

授

授

授

授

師
授
師
師
師
授
授
師

村
岡
良
田
田
浜
本
謀

西
片
相
池
池
長
岸
内



昭 和 29 年 度

教 育 学教授法1講義

研究
グ

演習

教 =目 史
1

講義

研究
ク

演習

教 育課
1

講義

研究

演習

教 育 指導
1

講義

研究
グ

演習

グ

教科 教 法 1 講義
グ

ヽf

// 

‘’ 

、¢

‘‘ 

、/

グ

教 実習実習

教 育心 理学講義
/' 

研究

講 義 題 目

芸術の社会的意義

Kant, I. ：四 d gogik ；教育学の諸問題

西洋教育史

啓蒙期以後の教育

日本教育史
Pestalozzi , J. H. : Schwangengesang 

教育課程

Essentialism の諸問題（前年度の続き）
D

Ed
ew

uc
e
a

y
t
, 
i 
J. : Democ racy and
on

精神術生

Kant , I. : Kritik d er praktischen 
Vernunft 

カント （大）

国罪科痴齊牛

I 社会科教育法

I 自然科学概諭（数・理科に含む）

I 数学科教育法

I 碑科蒟昔注（物理）

（生物）

（地学）

！ 商菜科教育法

I 水産科教育法

中学校にて実施

心理学概論（文共）
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下 教 授

下 程 教 授

上 野 教 授

下 程 教 授

篠 原 教 授

篠 原 教 授

猪 熊 教 授

原 教 授

鰺 坂 教 授

鯵 坂 教 授

鰺 坂 教 授

片 岡 教 授

里’'‘‘ 丸 講 師

加 藤 講 師

片 岡 教 授

片岡教授・篠原教授

正 木 教 授
坦、ギ 藤 教 授

重 桧 教 授

沢 駕 謂 師

小 堀 教 授

木 村 教 授

佐々木 教 授

市 J I l 教 授

速 水 教 授

穂積教授•田杉教授

柏 教 授

小 林 教 授

倉 石 教 授

矢田部 教 授
＾ 
息 石 教 授



京都大学教 育学部紀要 川

、/ 教育的人間像（大） 正 木 教 授
‘‘ 教育評価の問題 苧 阪 助教授
ヽ／ I 社会 心理 学 末 永 助 教授

グ I 学習の間題 梅 本 講 師
‘‘ 小児発育生理 小 西 助 教授

演 習 外書謂読（大） 倉 石 教 授

グ 教育臨床実習（大共） ・倉石教授

9f l 教育心理学実習I ・苧阪助教授

ヽf 1 Correlation Methods 
i
�
c
M
s

c
か

��
t
mar, Q. : 

1Psychological Statist ら） 阪 助 教授

グ 1 Maucorps, P. H. : Psychologie des 
Mouvements Sociaux 末 永 助 教授

fヽ BEun
h
tw
le

i
r
c, kK. 

lun
: 
g 

AbriB der geistigen
des Kindes 梅 本 師

グ Hebb, D. 0.: Development of the 
梅 本 講 師Learning Capacity 

教 社 学 義 社会と教育 重 松 教 授
グ 社会学概論（文共） 臼 井 教 授

研 究 （大） 電松教授・鰺坂教授
グ 教育の社会 的諸様相 渡 辺 助 教授
グ l 図書館学 西 村 講 師
グ ！ 現代社会における輿諭の研究 森 ロ 助 教授
ク 社会教育学 田 講 師
‘‘ 宗教の文化性と社会性（文共） 柵 瀬 師

演 習 Litt, Th. : Individuum und 
重 松 教 授Gemeinschaft 

ク 調査と統計 渡 辺 助 授
グ McComick, T. C. : Elementary 渡 辺 助教授Social Sta ti sties 
‘’ 公教育の諸問題 永 井 助 教授
9/ Parsons, T. : Sociological Essays 永 井 助教授
/‘ I 娯茉の社翠叙首的謎味 森 ロ 助 教授
グ Mead, G. H. : Mind, Self and Society 森 ロ 助教授

教 育行財政学 1 講 義 学校管理 片 岡 教 授
グ 池 田 助 教 授
ク’

I 

アメリ アレンノ 講 師

グ 行政学（法共） 長 浜 教 授

- 218 -



講義

研究
グ

講義

昭 和 30 度

教 育 学教授法1 講義
‘’ 

研究

演 習

教 育 哲 学1講義

研究

教 = 目 史1講義

研究

演 習

教 育 課 程l講義

研究
グ

演 習

9/ 

‘’ 

教 育 指導1講

研究
グ

グ

演 習

教科 教 育 法1講義
グ

// 

グ

グ

‘’ 

義 題 目

財政学（経共）

教育行政における人事行政の諸間題

教育財政学（集中）
La sswell, 

B
H
eh

. 
a

Dv . : The Ana ly sis of
Politica l ior 

教育学概論

教育学教授法

教育と政治（大）

N
（

a

大
教

to
共

育

rp
） 哲

,
学
P
概

.: 

論

P h il o s o p hi e un d P ii d a g o � i k 

近代日本に於ける理想的人間像の形成（大共）

西洋教育史

教育思想史（大共）

（
H
大

e
共
rb

）
a rt, J. F.: Allgemeine Pad a gogik

教育課程概論

教育の内容と方法（大共）

発達主義教育の諸問題
Chil

h
d
y
s
（
, 
大

J

）
. L.: Ed uca tion a nd Philo-

sop 
Dewey, J. : H ow We Think （大 共）

I Smith a
n d others : Fund a menta ls of

Curriculum De velopment 

教育指導概論

精神術生

小児の発育及び生理

K
Ve

a
r
nntu

, 
n

I. 
f 

: Kritik d er pra ktischen
t （大共）

教科教育法序説

国語科教育法

I 社会科教育法

I 自然科学概論（教・

l 数学科教育法

I理科教育法（物理）

219-

岸 本 教

池田 助教授

内 隊 師

池田 助教授

下 程 教 授

下 程 教 授

下 程 教 授

即‘’ 田 講 師

高 坂 教 授

高 坂 教 授

篠 原 教 授

篠 原 教 授

篠 原 教 授

鰺 坂 教 授

鰺 坂 教 授

小田 助教授

鰺 坂 教 授

小田 助教授

小田 助教授

片 岡 教 授

平J I‘‘ 丸 講 師

小西 助教授

加 朦 講 師

片 岡 教 授

倉 石 教 授
坦、土 籐 教 授

重 松 教 授

沢 潟 講 師

小 堀 教 授

晶 橋 教 授



京都大学教 育学部紀要l11

（化学）

（地学）
グ

農工業科斗教
教育

育
法

法’’ 

‘’ 

演 習 独語科教育法（文共）
ク （文共）

教 つ自 実 習 実 習 市内高等学校，
教育 心 理学 講義 教育心理学概論

// 心理学序論（文共）
研 究 教育における人間関係の研究（大）

グ 測定と評価（大共）
グ 1 社会心理学の問題
’’ 

! 

グ I 特殊児童心理（集中）
// !

I 

特殊教育
演 習 教育臨床実習（大共）

‘‘ i 教育方法学（大）
グ 1 

Lewin, K.: Vorsatz, Wille und 
Bedilrfnis 

‘’ l 

グ I 外国雑誌講読（大共）
/‘ 

1 外国雑誌購読（大共）
‘‘ 

教 育 社 会学 講 義
ク 社会学（文共）

研 究 近代社会の性格と人格形成（大）
‘’ 

グ I 集団と人間形成（大共）
グ ，’| 家族（大共）
グ I 社会過程における
’’ I 社会福祉学
’¢ I 宗教字（文共）
グ I 図書館学
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帰 山 教 授
新 家 教 授
西 村 教 授
柏 教 授

•堀尾教授

小 林 教 授

浦 講 師
オー シュ� コル文 師

正 木 教 授

矢 田 部 教

正 木 教 授

苧 阪 助教授
末 永 助教授

梅 本 講 師

木 謂 師

糸 賀 講 師
正木教授・黒丸講師

倉 石 教 授
倉 石 教 授

苧 阪 助教授

末 永 助教 授

梅 本 講 師
苧 阪 助教授

重 松 教 授

臼 井 教 授
重 松 教 授
渡 辺 助教 授

永 井 助教 授
1
‘
圭白 水 教 授

口 助教授
底ォ 田 講 師

棚 瀬 講 師

小 倉 講 師



グ

グ

演習

/
' 

グ

グ

グ

グ

教 育 行財政 学 I 義

‘’ 

グ

// 

// 

研 究

グ

‘’ 

グ

演習
fヽ

昭和31年度

教育学教授法 I講義

‘’ 

研 究

教 ＝ F 哲 l 

I演習

学 謂義

研 究

、/

教 育 I 
演習

史講義

研究

ク’

教 育課 程l
，

講義

講 義 題 目

I 図書館学 西 村 講 師

博物館学 梅 原 教 授
Litt, Th. : 

慮 松 教 授Individuum und Gemeinschaft（大共）
（大共） 渡 辺 助教授

I 社会調査実習 渡 辺 助教授

I Parsons, T. : Sociological Essays 永井 助教授
Linton, R. : Cultural Background of 

森ロ 助教授Personality （大共）
進学入試制度 の研究 森ロ 助教授

学校管理 片 岡 教 授

教育行政法 概論 相 教 授

I 教育行政学通説 池田 助教授

！ 行政学（法共） 長 浜 教 授

経済原論第1部（経共） 青 山 教 授

地方教育行政紐織論 相 良 教 授

近代日本政策史（大共） 池田 助教授

I 教育行政制度及法規研究 明 山 講 師

教育財政学（集中） 内 隊 師

官僚制 の 研究 池田 助教授

教育行政過程 の研究（大共） 池田 助教授

教育学概論 下 程 教 授

教育原理（教戦科目） 下 程 教 授

教育の人間学的基礎（大共） 下 程 教 授
Pestalozzi

大
, J
共

.H
） 
.: Uber den Aufenthalt

I 

i == = 井（浩）謂師in Stanz ( 
教育哲学概論 高坂教 授

理
明

想
治思

的
想人間

史
像

の研
の形

究
成と関連して（大共） 高坂教 授

上野（照夫）教授

教育哲学（教育と現代世界文化） （大共）I F. P.ハリス講師

日本教育史 坂田 教 授

西洋教育史 F. P.ハリス 師

西洋教育史 前田（博）購師

（教職科目） 鰺 坂 教 授
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研 究

演 習

グ

教 云目 指 導 1 講 義

研 究

演 習

研 究

グ

教 科 教 育 法 講 義

‘’ 

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

演 習

グ

教 育 実 習 実 習

教 育 心 理 学 講 義

研 究

グ

グ

// 

グ

演 習

グ

グ

// 

京都大学教育学部紀要 11l

教育の内容と方法（前年度の続き）
C
（

h
前
ild

年
s
度

, J
の
. L. : Education and Morals

（ 続き） （大）
Dewey, J. : How We Think（大共）

教育指導概論（教戦科目）

道徳指導の諸間題（大共）
Kant, I. : Kritik der praktischen 
Vernunft（大共）
精神術生

職業指導

教科教育法（教育法一般） （教職科目）

国語科教育法

1 社会科教育法

1 自然科学概論（数・理科に含む）

1 数学科教育法

l 理科教育法（物理）

（化学）

（生物）

（地学）

1 商業科教育法（隔年31年度）

1 水産科教育法（隔年31年度）

英語科教育法

独語科教育法（文共）

仏語科教育法（文共）

市内高等学校， 中学校にて実施

教育心理学（教職科目）

人間の成長と形成の教育心理学的研究（大共）

高等精神過程（大共）

1 視聴覚教育と情報論（大共）

I 
学

す習このと話も間で題きる
（教

）
科教育法の単位にみな

社会心理学の諸間題

Goldstein, K. : Human Nature（大共）

外国文献訛読（知的機構を中心に）
外国雑誌謡読（学習発達心理学を中心に）

I （大共）
Jaspers, K. : Allgemeine 

1 Psychopathologie（大共）
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鰺坂教授 ・ 小田助教授

鰺 坂 教 授

小 田 助 教授

片 岡 教 授

片 岡 教 授

片 岡 教 授

黒 丸 講 師

加 森 講 師

小 田 助 教授

塚 原 講 師

小 田 助 教 授

沢 潟 講 師

小 郷 教 授

小 林 教 授

右m 瀬 教 授

中 村 教 授

ムHヒ臣
l 谷 教 授

小 野 講 師

柏 教 授

角 倉 助 教授
＝ 浦 謂 師

ず ー シュコル ヌ講師

届^ 石 教 授

正 木 教 授

届^ 石 教 授

苧 阪 助 教授

梅 本 助 教授

高 瀬 講 師

正 木 教 授

苧 阪 助 教授

梅 本 助 教授

高 瀬 謂 師



講 義 題 目

‘
’ 

グ

教育心理学実習I

教育心理学実習I （教育臨床）

グ 教育心理学ゼミナール

義 心理学概論（文共）

研 究 発育生理学
ク

グ

粍神身体医学

放送概論

教 育杜

グ 1 「教育相談」の諸問題
グ 教育心理学研究法

学 1 謡 義 教育社会学

研 究 近代社会 と教育（大共）

矢 田 部 教授

小 西 助教授

加 朦（清）講 師

稲 葉 講 師

島津請師・山下講師

続 講 師

重 松 教 授

重 松 教 授

社 教育学

永 井 助教授
瓢松教授 ・ 渡辺助教授

r Freyer, H. : Soziologie als 永井助教授•森口助教授
演 習

1

WirklichKeitswissenschaft （大共） 重 松 教 授
研 究 社会調査 渡辺 助教授

Moreno, J. L. : Who Shall Survive ? 
（大共） 渡 辺 助教授
Liesman, D. : The Lonely Crowd（大共）永 井 助教授

義 社会学概論（文共） 臼 井 教 授
研 究 社会人類学 姫 岡 教 授

グ 社会教育の諸問題 森 口 助教授

ク 行動科学の間題点
、/ 入試制度の研究

グ

グ

演 習 Fleming, C. M.: 
Social Psychology of Education（大共）i森 ロ 助教授

研 究 家族社会学 I清 水 （盛光）教 授
// 社会福祉学 1 柴 田 講 師
// I演劇論 山 本 教 授

// 映画教育 惰 水（光繁）謡 師

図 書 館 学 1 謂 義 図書館学概論 小 倉 助教授

研 究 図書館史の諸問題・書誌学と書誌（大共） 小 倉 助教授

演 習 図書館 実務・図書分類及目録法

研 究 公共図書館 の話間題・地域図書館活動

物 館 学l研 究I I専物館学

教 育行政学i講 義
// 

小 倉 助教 授

西 村 講 師

梅原教授 ・ 有光助教授

相 良 教 授

池 田 教 授
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研 究 学校行政論（大共） 相 良 教 授

、f 日本教育政策史（明治中期以降） （大共） 池 田 教 授

R
L

a

（

de 
o

教

mll
r

育

a
ienng

制
i
d
s i
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m
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度
r

L
.

e a
の

ti
d
講

:f
e 

P
読!
中r'

）
e
e
ns 
のci

1 

s d e droi
t 

演 習I 相 良 教 授
s
（
e大ig

共
ne） ment

グ I 教育財政の研究（大共） 池 田 教 授

、/ イデオロギーの教育学的分祈（大共） 池 田 教 授

研 究 学校建築 前 田 教授
グ 学校調査 味 岡 謂 師

、/ 学校施設 中 野 講 師

教 育 財 政学 1 講 義 経済原論 岸 本 教 授

研 究 教育財政（集中） 内 藤 講 師
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修 士 論 文 題 目

修 文 題 目

昭 和 29 年 度

岡 本 雄 G. H. ミ ー ドに於ける自我の問題 ー教育的人間｛象探究の一段階一

金 谷 茂 教育価値の研究

竹 内 義 夫 疇教育

原 芳 男 近代社会と教育

昭 和 30 年 度

稲 葉 宏 雄 デュウ ー イの実験的知性について

江 坂 正
ルゾ,....の教育思想 ＂ エミイル＂ に於ける教育の目的とその方法について

奥 野 茂 夫
知能の因子分析的研究

古 雅 男 教育的自我の構造

真 行 寺 功 心情陶冶について 一ヘルバルトの場合一

坦、ニ 山 順 親子関係と子供の性格形成に関する一考察

中 野 照 海 教育心理学的にみた視聴覚教育の理論と遥用

瀬 稔 Client-centered Therapy に関する予備的研究

朦 武 経験の統合性の表現性

ーデ ー イにおける芸術教育の基礎について一

松 本 光 郎 社会階層と教育

安 原 宏 教育の場における性格構造の把握と

ンヴェントリーの作製と展開一

本科

昭 和 27 年 度

論文題目

明

雄

哲

道

口

江

井

出 日本に於けるP. T. Aの現状とその課題 して）
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雄

雄

茂

裕

道

上

本

谷

岡

金

武 田 憲 道

山 順

熊 野 液 子

野 嶋 セ ッ

原 芳

増 田 潔

莉 田 昌

雄

レファレンスワ ー ク

小集団に於けるリー ク｀

ーシップの間題

経験的認識の論理的考察 ー経験中心カリキュラムに於ける知識学習の

方法の原理一

デュ ー イ

家父長的家族反民主的家族に於けるパーソナリティ ー の形成と特質

新しい社会はどんな女子教育を求めるか

女子の社会的地位と教育

社会統制と教育

教育財務行政組織に於ける諸間題

デュルケム社会的教育説に於ける個人の主体性について

昭 和 28 年 度

井 戸 昇

今 村 俊 介

雄

雄

宏

一

葉

山

稲

内

西

井

大

鴨

哉

雄

人

次

夫

男

恒

輝
一

雅

城

賀

嶋

寺

西

源

古

小

古

小

日本に於けるナショナリズム

兼一

デュ ウイーの習慣論と教育

一明治以後の日本の教育とその背

教師・一生徒の人間関係の一研究 一生徒の

西 頭

齊 際

佐 蕨

佐 藤

沢 田

関

三

雄

児

省

甕 子

浩

寿 栄 雄

弘 道

現代我が国に於ける青年期のマスコミニュ ケーション活動

大

将軍小学校給食返上遮動の分析一ー教育行財政と政治

新しいカリキュ ラムにみる地域性の原理と学習

内

容について

自我の本質と教育 ーフィ ヒテの教育思想研究一

フリッシュ アイゼンケーラーの教育学の間題
Natorp における教育的自由について

経済的見地より

リー ダ ーシップと社会的風土 ー教師と生徒の関係を中心として一

原始社会に於ける人格の形成

農村社会における態度の形成

植民地時代におけるアメリカ教育に関する一考察（ニュ イ ‘ノグランドを

中心として独立戦争まで）
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本 科 卒 業 論 文題 目

田 栄 蔵

田 中 昌 人

遠 山

戸 村

中

中

西

野

内

野

村

村

敏

照

芳

庄

敏

夫

夫

海

澄

吾

稔

郎

郎

郎

弘

宏

芳

雅
i

-―

光

芳

杉

瀬

田

田

岡

本

宅

原

根

畠

飛

蕨

船

松

安

山

山 本 勝

我が 国教育の民主化の 一

原

理についての 考察 ー教育の機会均等の

原

理一

胎児に対する教育に就いて

ら生れた子供の生育史的追跡を基礎にして）

児童の間題解決学習に関する実験的研究

親子関係の心理学的構造について ー教育的考察一

人格形成と技術

聴視覚教育の基礎的間題

The principle indiscipline 

集団の凝築力について

(Schwangerschtoxikose の母親か

日本に於ける近代教育制度とその教育思想について

社会的態度の一研究 一社会規範と偏見一

小中学校児童の日常家庭に於ける学習意欲に関ずる研究

ミュ ニ 4ティスクール理論の一考察

幼稚園児に於ける基本的習慣の形態に関ずる一研究

一間題児に悩む教師のカウ ヽノセ1J yグー

我が国に於ける知能検査の現状

とした一般的考

田 寛

脇 淳

渡 部 修

新聞がもつ教育的役割について

察一

集団活動の分析 ー参加(Participation)の間題を中心として一

ジョ ‘::/' デュ ウィによる教育方法論
ー集団の凝第力について一

昭 和 29 年 度

十 川 勉

今 立 源 太

太 田 祐 周

大 槻 降 司

大 庭 徹 美

るP ersonalityの研究

ヽて

ルソー教育学に於ける

根

本問題 ー特にその消極的教育を中心として一

精神電気反応による誘怠性の一考察

教育二法案に関する：：：：， 三の間題
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笠 原 克 博

桑 門 豪

佐 藤 泰

デュ ー イに於ける教育の

＝ ー教師と生徒の人間関係を中心

として一

酒 井 汀

消 水 俊

彦

朗

明

昇

芙

典

浦

島

村

杉

長

西

村

添

野

新

芳 平

保

久

彦

次

亨

次

子

詔

吉
一

雄

文

紀

義

田

辺

田

原

田

川

名

浜

浜

福

福

前

村

山

山 中 巖

山 田 昌 之 助

田 猫 延

和 田 修

矢 島 俊 明

森

野

礼

教育行政過程の一考 ーその過程における行政権威は如何にあるべき

カゞ一

デュ ー イに於ける経験と教育

継

子

の心理について

察一

ルゾ ー の教育思想における「自然」

デュ ー イの習慣論についての 一考察 ーその人間論における習慣の問

題一

デュ ー イの教育説におけるインタレストと努力
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Abstract of Kyoto University Research in Education 

Volume One, Volume Two, and Volume Three 

Editors : Michio Nagai and Frederic P. Harris 

<(Volume One � 

The Principle of Unrepresentability 

Yiikichi Shitahodo 

In the opinion of the writer the "principle of unrepresentability" is the first fundamental 

principle in the study of education. What it means is this: a man lives, experiences and 

grows, but nobody can take his place in living, experiencing and growing. Each person 

lives in his own unique life space (Lebensraum). And he has his own unique capacity to 

integrate his own experience. Such other important educational principles as the respect 

for individuality, learning by doing, participation in s�cial life and the problem solving 

method may be derived from this first principle.' 

Educational Administration and its Standpoint 

Susumu Ikeda 

We must understand the character of educational administration as public administra­

tion proper. Before we discuss educational administration as a marginal situation between 

politics and administration, we must secure its functional neutrality as a management 
phenomenon from the point of view of public administration proper. Administrative prob­

lems in education are, in the opinion of the writer, actually managerial problems. 

A Research Study on the Asahigaoka Middle School's Affair 

Kenji Morig-uchi 

A group of fifteen parents who had sent their children to the Asahigaoka Middle School 

presented a protest to the Kyoto Municipal Board of Education in December 1953. The 

protest pointed out that education in Asahigaoka had three important defects : (1) a laissez­

faire attitude in the training of manners, (2) a low leve! of educational achievement, and 

(3) political education inclining towards the left. The Board accepted the appropriateness
of the protest, and warned the school accordingly. Many teachers, however, rejected this

warning, and the Kyoto Teachers'Union supported the principles of Asahigaoka ed
、

ucation

as constitutional. Meanwhile, the school was closed. It was occupied by the Teachers'

Union in May 1954. The Board opened another Asahigaoka school at Okazaki in Kyoto.
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Thus the original school was split into a Union School and a Board School. 61 % of the 

parents sent their children to the latter, 27 りり sent them to the former, and a bout 10 りも

absented their children from school. In this research study, we have tried to analyse the 

causes and course of this affair mainly through opinions of parents. 

Similarity and Familiarity Scales of Japanese Adjectives 

Takao Umemoto, Yasuo Morikawa and Masao lbuki 

Similarity and familiarity scales of Japanese adjectives were measured by three pro­

cedures; Cl) association of similar words, (2) a rating of the similarity grade of adjective 

pairs in a five point scale, (3) a rating of the familiarity grade of adjectives in a five point 

scale. Subjects were all students of Kyoto University. Time allowed for association was 

twenty seconds. The following items and numbers were recorded in this list : 

1. Stimulus words.

2. Number of varieties in response words.

3. Number of subjects who made response with the word as the first association.

4. Total of subjects who made responses to the stimulus word.

5. Number of subjects who made response with the word during the twenty seconds 

association period. 

6. Total of response words.

7. The median of the similarity scale.

8. The quartile of the similarity scale. 

9. The median of the familiarity scale.

10. The quartile of the familiarity scale.

<{ Volume Two), 

A Comparative Study of Articles on Education in the 

Constitutions of Different Countries 

Iichi Sag·ara 

The purpose of this paper is to compare articles on education in constitutions of nearly 

all the countries, that is eighty-five of them, in the world. Generally speaking there are 

only a few c0nstitutions which do not contain such articles. The articles on education are 

included usually in a Bill of Rights within the constitution. The reason for this is that 

education is one of the basic and most important of human rights. More and more even 

the details of educational affairs tend to be included in these articles. Such a trend can 

easily be detected in more than one half of the contemporary constitutions which have been 

either enacted or revised since the end of the Second World War. Two reasons may ex­

plain why this trend is becoming stronger. First, education has in recent times seemingly 

been respected in most countries. Second, the responsibilities and functions of the state in 
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respect to education have come to be strougly recognized. The following fifteen subjects 

are chosen in order to find similarities as well as differences in the articles of education. 

They are freedom of education, academic freedom, the right to enjoy education, compulsory 

and free education, education and religion, private education, family education, the or1sani­

zation of educational administration, educational finance, educational finance, educational 

objectives, teacher personnel, women's education, language and education, the protection 

of cultural treasures, and special programs of education. On the basis of this compari吟

son the articles of the different countries are divided into groups. Interestingly enough 

striking differences are found in the characteristics of educational articles between the free 

countries and the countries which belong to the Communist or so-called "People's Democra­

cies." For example, large differences are found between these two groups of countries in 

the content as well as in the method of treatment of such subjects as freedom of education, 

academic freedom, religious education, family education and so forth. These di(ferences 

are due probably to the fact that programs in education are under the strong influence of 

the political ideologies of the respective countries. It is the belief of the writer that such 

a comparison as that attempted here will prove to be fruitful and promising in the study 

of comparative education as well as in the comparative study of constitutions. 

The Contents and Methods of Education 

Tsug·io Ajisaka 

The attempt made in this brief paper may be called a typological approach to theories 

of contents and methods in education. Its purpose is to gain some knowledge about the 

background of the progressive education which greatly influenced Japan during the post叫

war period. To do this the writer, like many others, has paid attention to John Dewey 

and his followers. At the same time he thinks that any single philosophy is always form­

ed not by itself but always with reference to many other philosophies, including those 

especially in opposition to the philosophy being developed. Thinking that this is particu­

larly true with the philosophy of progressivism, which has been the shining li�ht of twen­

tieth century education, he has examined essentialism �nd perennialism in relation to 

progressivism. A helpful guide for such an approach, the writer thinks, is Patterns of 

Educatfonal Philosophy by Theodore Brameld, The writer on the whole agrees with Brameld 

except for the following two points : In the first place, the writer thinks that one should 

be careful about the use of the term "philosophy" by Brameld. But the writer hopes that 

he himself is not misconstruing the significance of Brameld's own intention. Secondly, 

the writer is interested in the methodology of essent_ialism, expecially in the method of 

thinking developed by Morrison
攀

In Section One the position of progressivism is examind with particular reference to 

the characteristics of experimentalism 噌
In Section Two the position of essentialism is 

discussed in relation to the exposition of H. Morrison's theory of the method of learning. 

Jn. Section Three some positive aspects of the position of perennialism are pointed out, 
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These are summarized in a consideration of problems concerned with the relationship be­

tween that which changes and that which is constant, with the relationship between the 

past, the present, and the future. This part of the discussion is much indebted to A. N. 

Whitehead. The objectives of the foregoing three theories of education are integrated in a 

direction suggested by reconstructionism. Even essentialism has its place as a theory of 

method in this integration. Lastly, it is argued that the contents of the curriculum are 

based on the educational reality which emerges at the place where the developmental 

process of the child, the social situation, and the historical current meet, 

The Structure of Empathic Communication as Viewed from the 

Standpoint of Educational Psychology 

Masashi Masaki 

1. There emerges in the educational process between teacher and pupil a human rela­

tion which may be called "empathic communication." It is basic for human growth. Al­

though there is little doubt about the emergence of such an educational experience among 

superior teachers, its analysis is extremely difficult. However, an inquiry into its structure 

is strongly required since it is one of the basic problems in educational psychology, 

2. The first point of inquiry is to find a sphere in which emphathic communication is

formed. It can be found neither in the realm of unconsciousness as defined by S. Freud 

nor in the peripheral sphere, "das Sphare," as defined by E. Kretschmer. A sphere called 

"spirit" (Geist) has to be taken up for consideration. This is a sphere which has been 

neglected in the history of psychology. But it now has to be considered as an important 

problem even for extremely pr.actical purposes such as the improvement of psychotherapy. 

This "sphere" is especially important for the discussion of empathic communication among 

people in educational practice. The "spirit" though different from "body" and "psyche", 

when integrated with the latter, forms a sphere in which the emergence of empathic com-

. munication can be found. 

3. The second point of inquiry is a concern with the conditions for the change which

is brought about by empathic communication. Some are the conditions of maturation, 

others are social conditions. However, since the focal point of interest js the inquiry into 

the processes of ego-insight and of ego-perception, the psychological structure of these 

conditions is primarily considered in this study. 
4. Changes brought about within a person by emapthic communication are at the

same time changes in valu conciousness. In the third point of inquiry an attempt is made 

to find out what these values are and to analyse the anxiety which is an important condi・

tion for the emergence of thes values. In other words the third point discusses the ways 

in which a person overcomes anxiety and enhances his inner growth of personality. 

5. In point four of the inquiry a program of educational method is taken up to find

ways by which to enhance this inner growth of personality through empathic communica­

tion. The teacher's personality and attitude are important conditions for such an educa-
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tional method. In his recent book, Professor A. T. Jersild also takes up this problem as 

one for the personal concern of the teacher. In this present study quotations are also made 

from two outstanding teachers in order to clarify the nature of the subjective conditions 

which are conducive to the emergence of empathic communication. 

A Structural Analysis of the Conjugal Family 

Michio Nag-ai and Yoshio Hara 

In present day Japan there is much discussion as to whether or not we should maintain 

the "new family," sociologically called the "conjugal family," prescribed by the new con­

stitution. However, since the arguments pro and con are colored by wishes and hopes and 

are not determined by a scientific understanding of this type of family, there is much 

confusion and ambiguity. This paper attempts only to clarify some of the basic structural 

aspects of the system without attempting to suggest any definitive policy in regard to its 

maintainance or abolishment. The analysis is influenced largely by that of Talcott Parsons 

in an essay on this subject in his Essays in Sociological Theory and also by Parsons and 

R. F. Bales, The Family. 

1. The conjug·al family in the kinship system. Even the conjugal family does not

exist by i tself but is related to other conjugal families. So a unique kinship system is 

formed out of the combinations of many conjuisal families. There are four major charac­

teristics in such a kinship system : (a) the separation of the family of orientation in which 

a person is born as a child from the family of procreation which he or she establishes 

with his spouse upon marriage ; (b) the structural importance of marriage by which is 

meant the priority of the marriage principle to any other kinship principles such as the 

descent line, sex difference, and age order ; (c) multilineality of the system, that is, any 

line of descent both in the ascendance and descendance of each side of the couple is con­

sidered equally important ; (d) consquently, the openness of the system, in other words, 

that every marriage brings together not only two persons of different families of orien↑a­

tion but also consanguine relatives of both parties. 

2. Relationship between the occupational system and the conjugal f am.Hy, Both the

emergence and structure of the conjugal family are directly related to the structure of the 

modern occupational system. Two points are made in this connection. First, the separation 

of each conjugal family from other conjugal families is facilitated by the high mobility 

both horizontal and vertical of the modern occupational system. Second this in turn is 

related to the multilineality principle in which both male and female members are treated 

equally. In other words since the marriage is the only bond in the separated conjugal 

family, the wife is considered as an important and indispensable partner of her husband. 

Although it is often said that the increase of female workers in the oucupational system 

has helped to equalize the kinship status of both sexes, the facts seem to indicate that this 

is not too important. 

3. Structurally defined human relations in the conjug·al f am.Hy, The structre of the
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conjugal family is such that unique human relations are formed in the system. Two ex叫

amples are given. First, differentiation of the sex role is required by this system. Since 

the conjugal family is a small unit where occupational activities are sharply segregated 

from household affairs in contrast to the large family in which both are combined, the 

separation of sex roles becomes necessary. Consequently, contrary to the common notion 

that both men and women play the same role in modern society, the occupational role is 

nearly exclusively carried on by the husband, "the breadwinner," while the homemaker 

role is played by the wife. Second, the obligation "to be in loveH is important. The 

family of procreation is sharply broken away from the family of orientation causing a 

great strain for the member leaving the latter. Since this feeling of strain could weaken 

the solidarity of the family of procreation the obligation "to be in love" is structurally 

indispensable to maintain the unit's integrated character. 

Some Analytical Studies of Mental Abilities 

Ryoji Osaka and Shig-eo Okuno 

Experiment I 

We have already made a factor analysis of a natural group, using samples which had 

previously been chosen for the purpose of the standardization of the Kyoto University 

NX9-15 Intelligence Test. (See Bibliography of the test). For this experiment the same sam­

ples were regrouped into two sets. The first set is composed of the "O" (old) group and 

the "M" (middle) group. These two groups are the same in the distribution of the stand­

ard scores ("SS") but di『erent from one another in chronological ages ("CA"). The 

second set is composed of the "OB" (old bright) group and the "OD" (old dull) group. 
They are the same in CA but different from one another only in the mean for SS. A factor 

analysis was made for each of these groups seperately. (See Tables 7 to 26 of the present 

report). Little significant difference was found between the structure of factors in the 

natural group which was studied previously and that of each of these groups. In both 

cases the following following four factors were analysed : "G" (general reasoning); "V" 

(verbal) ; "S" (spatial) ; "N" (number). The structure of factors in this intelligence 

test does not change according to the difference in mental ability and that in CA. In other 

words, differentiation in mentality is not recognized in this respect. However, the element 

of communality increases in proportion to the increase of CA. Some sex differences are 

found in the factors N and V
傘

Experiment II 

Standardized achievement test were given to eighth grade children in the following 

subject matters : Japanese language, social studies, mathematics, science, and English. 

The results of the tests were compared to the scores of the sub·tests within the Kyoto 

University NX9·15 Intelligence Test. (See Table 27 and 28). Correlation matrixes were 

formed out of this comparison. (See Tables 29 and 30). The correlations between di仔erent
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subject matters were much higher than we expected. Viewed from the standpoint of factor 

analysis some subject matters with reference to the loading of S, N factors have special 

characteristics. However, in general, no special factor characteristic was found in any 

of these subject matters. This is probably due to the fact that the G factor is strong and 

to the nature of the evaluation form of the achievement test. 

� Volume Three }> 

The Educational Function of Beauty① 

Masaaki Kosaka 

The purpose of this paper is to clarify the philosophical foundation of art educati9n. 

Only the first half of the treatise is included in this volume; the latter half will be forth­

coming in a later issue. 

What the writer intends to discuss is the function that beauty plays in the formation 

of personality, and the meaning it has in the education of man. It becomes immediately 

necessary, however, to define what beauty is before we discuss its function, for beauty has 

been defined in innumerable ways by scholars in different fields such as philosophy, esthet­

ics, and art. At least five ways of thinking about beauty can be distinguished: the ideal­

ist who defines beauty as harmony ; Leh切sPhilosoPhie in which beauty is considered as the 

enrichment of life; the existentialism which finds beauty in the transcendental realm; those 

esthetists of the school of Kunstwollen who find beauty a force in historical formation; and 

lastly, those who regard beauty as a criticism of living. 

These five ways of looking at beauty represent in the opinion of the writer, five func­

tions or dimensions of beauty. Each dimension has its characteristic as well as its limita­

tion and is related closely to other dimensions. 

In the present volume only the first three of these five dimensions are discussed while 

the remaining two will be discussed subsequently. The first originates in Greek philosophy 

which regarded beauty as harmony. This notion was to a certain degree retained by Kant; 

however, Kant modified the Greek notion of harmony in the sense that he found beauty in 

the subjective consciousness, whi e its place was considered on the side of objective reality 

in Greek philosophy. This Kantian notion was modified by Schiller, who, however, regard­

ed beauty as a harmony between sensation and reason. The fact that the place of beauty 

was found to be in the mind of the subject both by Kant and Schiller is important when 

one considers its educational function. The purpose of art education from this standpoint 

is to harmonize sensation and reason. At the same time this means the full development 

of human personality. The famous statement by Schiller should be understood in this 

context: ,.Der Mensch spielt nur, wo er in ひoller Bed3ulung des Worts Men邸h isl, under 

is nur da ga加: Mensch, wo er spielt." Although a partial truth is found in this notion of 

beauty by Schiller, it has the following two limitations: the fact that beauty was regarded 

as Schein whkh is not reality itself while some beauty undoubtedly resides in reality; and 
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the fact that beauty was considered to be harmony, while we can find beauty in deformed 

disharmony. 

The second position, Leb仰sPhilosophie, in contrast to the first, finds beauty not only in 

perfection and harmony but also in deformation and disharmony. Even when life (Leben) 

is deformed, beauty can be found in it, because from this very fact it becomes vigorous 

and looks for a constant enrichment of itself. So beauty is the depth and width of hu­

manity which emerges in this constant search for its emancipation in life. Artists are ex­

plorers of the possibilities of life and the adventurers and wanderers of life. However, the 

following two limitations are again found in this position: first, this position, although it 

promised to find beauty in reality, only sees it in the possibilities of life but not in the 

reality of life itself. Secondly, it only makes man a wanderer among various possibilities 

of life without training his ability for decision and responsibility. 

While the second potition sees beauty as imminent in life the third position, that of 

the existentialist, regards beauty as a motivation which invites man to the transcendent. 

For example Dostoevsky states as follows in The Brothers Karamazov: "Beauty is a ter­

rible and awful thing! It is terrible because it has not been fathomed and never can be 

fathomed, for God sets us nothing but riddles. Here the boundaries meet and all con­

tradications exist side by side ….The awful thing is that beauty is mysterious as well as 

terrible. God and the devil are fighting there and the battlefield is the heart of men." 

Beauty thus is a place where there is a struggle between the orientation to God (trans­

ascendnace) and the orientation to the devil (transdescendance). So beauty is found 

when an attempt is made by man to face transcendance and a man becomes a man in the 

true sense only when he does in fact face transcendance. Hence the educational function 

of this beauty becomes meaningful. 

Again there are two limitations in this position. First, although beauty as transcend­

ance helps man to face transcendance, it does not invite him to decide to face transcend­

ance. So beauty as transcendance only anticipates the latter. Secondly, this position tends 

to bring man into confusion and sometimes makes him think he is in the transcendental 

realm while he is actually in confusion. 

The }'"'actor Construction of the Social Maturity Test 

Seiichi Kuraishi 

The purpose of this study is to throw light upon the type-factor of the social maturity 

items (of the Social Maturity Scale we have used) in order to identify our scale. 

With respect to the problem of basic abilities which form sociality, many workers have 

recognized the validity of Doll's 6 categories of infant sociality. But these 6 categories 

alone, it would seem, are not necessarily valid in the measurement of sociality of school蜘

age children. 

This investigation was designed to clarify the factor-construction of the Social 

Maturity Test which was standardized by Gumma University 、
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approach should become central in the contemporary study of education. 

In the next article "Developmentalism in Education," Takeshi Oda puts forth his own 

approach in the study of education. According to him, developmentalism in education 

intends to give learners opportunities of learning guazed to their growth and maturity. By 

so doing, each individual is developed to the highest possible degree, thus contributing to 

the constant renewal of a free society. 

"On the College of Education," however, Iichi Sagara treats the problem of this sec­

tion differently from any of the previous writers. As a scholar in the field of educational 

administration, he first examines the legal bases on which the college of education should 

be constructed. Upon the examination of the legal bases, he says, it is found that there is 

no legal restriction with reference to concrete aims and tasks which should be held by 

those colleges of education which are part of the former-imperial universities. So he in­

sists that each of these college should construct its unique program as soon as possible. 

And he himself thinks that one unique program may be formed when a unique nature of 

educational sciences is generally accepted by the members of the college. This unique 

nature, in his opinion, is a normative aspect of educational sciences. 

In order to settle these various complications in the study of education, Yukichi Shila­

hodo proposes his own paradigm. The title of his article clearly shows his intension. It 

is called "A Tentative Proposal on the System in the Study of Education." · Viewing educa­

tion from an anthropological standpoint, he places each of most influential approaches in 

the following paradigm. This paradigm is influenced by R. Ulich. 

The !::tudy of Education 

From above (God, Value, Freedom) 1 From below (State, Society, Life) 
The Study of Religious Education: homo i The Studies of National, Militaristic and 
religosus ! Political Education and the Science of Edu-

cation; homo Politicus 
The Idealist Study of Education: homo I Social Education: homo socialis
sapiens 
The Studies of HumanistiC Education and I The Existentialist Study of Education and
Culture Education : homo loq仰ns I Pragmatism: homo Jaber 
The Study of Character Education: homo i The Materialist Study of Education: homo
moralis l”aturalis 

Again in "The Meaning and Function of Education," Tsun20 Tak応 examines the place 

of science in the study of education. This is done, in the case of this writer, by analys­

ing first the meaning and function of education. According to him, education has two 

aspects, the one being cultural facts and the other the dynamic process of the formation 

of human personality. When educational sciences deal with the former, they are not dif­

ferent from other social and behavior sciences. However, when they treat the latter, they 

are bound to face normative problems. The writer concludes that the uiqueness of edu­

cational sciences may be clearly realized when these dual aspects of educational func­

tion have been correctly recognized. 

In the following article entitled "The Study of Education in the College of Edueation 

and the Teaching Profession" Michio Nagai'takes up the same problem of the place of 

- 240-



Kyoto University Research in Education III 

science in the study of education. In contrast to Um2moto who points out similarities and 

differences, Nagai compares the teaching profession with such other professions as doctor, 

engineer, and architect. It is easily found that the teaching profession has relied, unlike 

the others, more upon the broad culture and personality. It is for this reason, he says, 

that humanistic studies should be regarded just as important as the science in the study of 

education. 

The next article "The Place of Explanatory Sciences in the Study of Education" by 

Kenji Morig加hi also appraises the scientific approch in the study of education. At the 

outset he contrasts normative science with explanatory science and emphasized the fact 

that the latter has become increasingly important in the study of education. Further, he 

enumerates some of important achievements in the fields of psychology, sociology, and 

cultural anthropology. He says, however, that it is just as dangerous to overestimate 

them as to underestimate them. 

"A Problem in the Educational Sociology" by Toshlaki Shigematsu is quite similar to 

the article by Takase. Both of them point out the double nature of the function of educa­

tion and of the science of education, the only difference being the fact that Takasa dis· 

cusses the problem as a psychologist, while Shigem2tsu does so as a sociologist. 

For last two years Frederi.: P. Harris has been an exchange professor from the West­

ern Reserve University in the United States. In his "Problems of Teacher Training in 

the United States" he points out three important phases of teacher training in the United 

States. The first is the conflict between the traditional liberal training and the contemporary 

scientific training of teachers. The second is the necessity for the improvement of 

econcmic conditions in the education. The last is the increasing awareness of the im螂

portance of the professionalization of teachers. 

The last article "On the Persanality" by Hitoshi Kataoka is different from any of the 

previous articles in its unique approach to the study of education. His is done exclusively 

from the philosophical standpoint. In the first section he examines the merits and limita­

tions of Kantian philosophy with reference to the study of man. Then he puts forth in 

the second section his own philosophy of education which is based in Buddism, especially 

the philosophy of the Zen sect. 

The Educability of Virtues 

Masami K紅ao

Is it really possible that a eminent man like Pericles can teach others the reason why 

he is more eminent than they are? Each greek philos)pher studied this question in his own 

way, but no one, in my judgement, has yet resolved in a pedagogical frame of reference. 

Indeed, someone who is regarded by others as a man of eminence must have some 

excellent trait, but what exactly is this? And, should he really have any excellent trait, 

whence has he learned it? Can he teach it to others? Three questions follow: (1) what 

are the excellent traits; (2) how can a man learn them? ; (3) can he teach them to others? 
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To answer these questions, the present study has started off from the problems of 

techni<1ue and experience. Aristotle distinguished the one from the other. According to him, 

technique is based upon the cognition of causes and effects, while experience is not. In 

others words the former is based on logos, while the latter is not. For this reason once 

technique has been universalized through logos, it is communicable and public. In contrast 

to this, experience has no logos, hence it is always without any universal theories. It is 

uncommunicable and unteachable. But there has to be some way to treat this uncom­

municable and unteachable realm of human experience, especially when we are engaged 

in the study of education. This problem will be discussed in the forthcoming paper. 

'l`he Authoritarian Personality and Parent-Child Relationships 

Jyunichi Toyama 

In post-war Japan the principles of the institution of the family have been changed 

from the patriarchal to the democratic by the new constitution. But in actual life a con­

siderable number of the features of the patriarchal family remain, and hence various 

confusions about the parent-child relationship are arising. The purpose of this brief 

paper is to consider the influence which the patriarchal and the democratic parent-child rela­

tionships have upon the personality-formation of the child, and to find out the fundamental 

direction of attitude which we should take toward the problems of parent-child relationships. 

This analysis is influenced largely by T. W. Adorno, E. Frenkel-Brunswik, D. J. Levinson 

and R. N. Sanford, The Authoritarian Personality. 

The contents of this paper consist of (1) the Problem, (2) the Authoritarian Person­

ality, (3) Patriarchal and Democratic Parent-Child Relationships, (4) Parent-Child Relation­

ships and Personality-Formation, and (5) Conclusion. 

Freedom and Love in Education 

Michio Okamoto 

In this paper I will attempt to analyse what Reinhold Niebuhr's doctrine of man may 

suggest for education in our time. My reason for examining Niebuhr's views in this 

respect is that in America after the depression of 1£'29 many criticisms were directed 

against the prevailing pragmatic conceptions and Niebuhr's thought is representative of 

those criticisms. I think, furthermore, we may find in Niebuhr's thought a key to a 

clearer understanding of the problematic points of post-war education in Japan which has 

been greatly influenced by this pragmatism. 

The current plan of education, the so蜘called "new education," has put extraordinary 

confidence in the spontaneity or freedom of the child. In opposition to the old authoritari­

an education which disregarded the subjective need and creativity of the child, this new 

education replaced compulsion with freedom. In its emphasis upon freedom, I think, two 

meanings are included: one is the idea of the creativeness of freedom
1 

and the other is 
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the idea of intelligence which gives freedom the power of self-control. 

Thus the focus of my attention is turned to these two meanings of freedom, and 

through these I have tried to examine whether freedom in itself should be trusted in the 

way the new education claims. My paper is divided into three sections. 

1. In the first section I describe Niebuhr's contention that freedom implies destructive­

ness as well as creativeness. And I concluded that freedom, therefore, is not a virtue in 

itself and that in order to revive creativeness truly, an adequate measure should be taken 

against destructiveness. 

2. The purpose of the second section is to examine whether or not intelligence is ef­

fective as an adequate measure. The conclusion is that it has considerable effectiveness 

in personal relations within groups but it is powerless against "collective egotism" between 

groups. 

3. In the last section, I insist, as Niebuhr does, that a final adequate measure against

destructiveness is love, in other words "Agape," in which one might be able to achieve 

self-realization in others through self-giving, to develop the "I and Thou" relations, and 

thus to revive the creativeness of freedom. I conclude that in education we should set 

the man of love as the ideal human image instead of the man of freedom and that we 

should achieve this through teacher pupil relations. In the last section I summarize 

Martin Buber's theory of education as an application of Niebuhr's thought. 

Some Experiences with Play Therapy and its Problems 

―A Study of Play Therapy : Report II 

Minoru Hatase 

Recently, experiments with the method of direct treatment of problem children have 

been increasing in our country. Since 1£154, we have been trying child-centered play therapy 

or nondirective play therapy, though in some respects we have had to modify this method 

in adjusting to the particular clinical institution. This report is the inclusive description 

of our experiences in the years 1£55 and 1956. I have concluded that this method has 

promise for treating children and counseling rarents. Child therapy is placed at the focus 

of the treatment. The main considerations are as follows: 

1. Through the evaluation of the results of the therapy and the follow-up, play therapy

can be considered effective for child neurosis. This appears especially to be the case for 

the stuttering and withdrawn children we have treated. 

2. A therapy period of more than 6 months and including 20 interviews appeared to

be necessary. 

3. Through the analysis of interrupted cases, I have concluded that the following

factors cause discontinuation of this therapy : (1) the problem of how to emotionally ac­

cept the children and the parents; (2) the problem of how to adjust the therapist's 

method to the internal frame of references held by the children and the parents; (3) the 

problem of how to inform the parents of the meaning of the symptoms and the therapeu-
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tic method. 

4. The process of therapy was mainly influenced by the degree cf the motivation of

the child who participated in the therapy. In some cases, we could notice clearly the 

children's change in the therapy room faster than in other situations. 

5. As to the method of counseling with parents paralleling the child's therapy, I think

it is necessary to develop the information technique in client-centered and group-centered 

counseling. 

6. When environmental influences exist, play therapy is not fully effective without

counseling with parents. If we can't continue the counseling with parents, it will at least 

be necessary to inform parents of the reactions of the children in the therapeutic process. 

After examining our experiences, I pose a few research problems concerning the 

methodology of the therapeutic process and the measurement of the therapeutic change. 

Dewey and Marxism 

Hiroo Inaba 

At present Marxist criticism of pragmatism in Japan, especially that of Dewey, is 

agressive in character but poor in content, for its criticism, understandably, is saturated 

with excessive ideological bias. This paper, it is pointed out in Section One, aims to ex­

amine the similarities and differences in the theory of Dewey and Marxism, confining the 

problem to the knowing process and the problem of knowledge. 

In Section Two, the problem of reality in Dewey and Marxism is studied. While 

Marxism starts from "matter" in delineating its problem of reality, Dewey, of course, 

starts from a "nature" that is dynamically developing. In his opinion the consciousness 

and intelligence of human beings are a function and a product of "nature." His position 

therefore is not a mere subjective idealism as alleged by Marxists. 

In Section Three, through a comparison of Dewey's The Theory of Inquiry and Mao 

Tse-tung's On Practice, the methodological similarity of the knowing process in Dewey and 

Marxism is studied. In Dewey inquiry arises from the problematic situation and ends in 

problem-solving through a reconstruction of the situation. Knowledge is constructed as 

the outcome of inquiry. The process of inquiry is constructed with both a sensational 

factor and a rational one - with both observation and hypothetical idea- and both are in­

tegrated in practice which aims to test the hypothesis and the reconstruction of the situa­

tion. In Marxism Knowledge is the reflection of nature and society. Generally speaking, 

the developmental standpoint of the epistemology of Marxism, such as Mao Tse-tung holds, 

is that the knowing process develops from a sensational stage to a rational one, and both 

are integrated in practics which aims to test the e xactitude of the reflection and the rev­

olutionary change of the objective world. 

In Section Four, the character of knowledge and of truth in Dewey and Marxism is 

studied. In the former knowledge is a consequence of inquiry and has relative character 

as a sourre of hypothesis and as an instrument for further inquiry. It rejects absolute 

-244-



Kyoto University Research in Education III 

truth. But in the latter absolute truth has its existence in the law of the objective world 

which exists independently of human beings. The knowing process is an endless process 

approaching this objective and absolute truth. 

Some Studies of Deviant Behavior and Social Control 

Shozan Shibano 

It is very difficult to define "deviant behavior." The most plausible definition is the 

following: "Deviation is behavior that is socially disapproved." But all socially disapproved 

behavior is not deviant. For example, in present day Japan although principles or 

norms of communism are socially disapproved by our institutions, there are some who do 

not regard communists as deviant. As a result there is much confusion and ambiguity 

about the concept of "deviant behavior." This paper attempts only to make a basis or a 

conceptual scheme for clarifying this concept. The analysis is influenced by that to Talcott 

Parsons and is carried out in the following context: 

1. Deviation from social norms or institutionalized expectations disturbes the equi­

libri um of the social system. 

2. Deviation takes place in a task-performance process in a situation.

3. Deviation influences the equilibrium of a personality system in a situation and dif­

ferentiates into many patterns according to objects of orientation and directions of action. 

4. Since deviation is apt to disorganize a system, it must be regulated by social con­

trol. The fundamental forms of social control are found in the mechanisms of psycho­

therapy. 

5. In short, social control limits deviation, while task-performance stimulates it.
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編 集 後 記

ここに漸く 紀要 第三号を刷ることが できまし 稔（博士課程） 稲葉宏雄（博士課程） 柴野昌

た。私自身の不慣れと不手際から，刊行が予定よ 山（修士課程）です。また，文献抄録の執筆者に

りも遥かに遅れ，しかも，出来映えも不満足な点 ついては，清水俊彦（修士課程） 覚田知義（関

が多多あることを深くお詫びいたします。 西大学助教授） 冨士貴志夫（修士課程） 藤本

当号は，第一号，第二号にくらべ，編集の点で 浩之輔（修士課程）です。

若干の変化がありますので，以下，いくつかの事

項を補足的に申し述べて，後記の余白を埋めたい

と思います。

と改めました。

が，しかし，今後はこの表題を踏襲することにい

たしました。

＊ はじめての試みとして，殆んど全部の教官

の執筆よりなる特集， ＜ 教育学について＞を掲載

いたしました。これを試みた趣旨は本文中の付記

で申し述べておきましたが，諸賢の御高評を賜わ

れば幸と存じます。

＊ 従来，各種の紀要をみるに，卒業生および

られた紙幅は彦

わめて僅少であるか， もしくは，その掲載の機会

はごく稀れなるものがあります。そこで，当号よ

り，相当の行数を卒業生および学生諸君の論文に

であるようにと企画されております。

因みに，助手および学生諸君の論文の執筆者を

紹介しておぎますと， 笠尾雅芙（助手）

遠山順一 （助手） 岡本道雄（博士課程） 畠願

とめる

で彦ました。この場所をお借りして厚くお礼申し

あげます。この目録は終戦後のものに限られてお

り，また，卒業生に

ております。いろいろ不備な点がありますが，漸

次充実して参りたいと思っておりますゆえ，当号

りでしたら，逐次お知ら

せ頂ぎますようお願いいたします。

* ＜ 講義題目＞ ＜ 卒業論文題目＞は， 第一

号，第二号とも，紙幅の都合で載せることができ

ませんでしたので，今回，当学部創設以来の分を
一括してとりまとめ ました。 この執筆について

は，八木事務長および事務職員の皆様の手をとく

に労わしました。

* ＜ 英文要約＞については， ハ リス氏および

永井道雄氏に，全体の朱筆， 編集および部分的執

筆をおねがいし， ハ リス氏御帰国後は，ポーディ

ソ氏に校閲の労を願いました。 また， 池田 進

氏，小田 武氏の御援助も負うております。

＊ 最後に，校正その他雑事には安原 宏君，

竹中紳策君，およびその他の諸君が応援して下さ

いました。
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